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徳島駅伝　健闘　阿南市が４位入賞
第１回全日本生涯還暦野球大会を開催



　
新
春
の
阿
波
路
を
駆
け
る
「
徳
島
駅
伝
」
が
、

１
月
４
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、

16
郡
市
の
ラ
ン
ナ
ー
が
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

阿
南
市
チ
ー
ム
は
、
初
日
か
ら
激
し
い
上
位
争

い
を
演
じ
、
総
合
４
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

女
子
総
合
４
連
覇
、
小
学
生
区
間
で
は
優
勝
を

果
た
す
な
ど
、
来
期
以
降
に
期
待
が
持
て
る
大

会
と
な
り
ま
し
た
。
阿
南
市
チ
ー
ム
は
、
さ
ら

な
る
飛
躍
に
向
け
て
走
り
出
し
ま
し
た
。

健
闘 

阿
南
市
が
４
位
入
賞

女
子
総
合
４
連
覇
、
小
学
生
区
間
優
勝

徳
駅

島
伝

第63回



　

今
回
で
３
度
目
と
な
る
采
配
を
ふ
る
っ

た
森　

泰
英
監
督
が
、
解
団
式
で
今
大
会

の
総
括
と
、
来
期
に
向
け
て
の
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

　
「
３
年
前
に
、
林
前
監
督
か
ら
バ
ト
ン

を
受
け
、
そ
の
間
、
自
分
で
何
が
で
き
る

か
と
い
ろ
い
ろ
と
考
え
な
が
ら
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
今
期
は
、
３
位
獲
得
を
目

標
に
挑
み
ま
し
た
が
、
結
果
は
４
位
。
３

位
の
小
松
島
市
チ
ー
ム
と
２
分
33
秒
差
で

し
た
。
今
大
会
は
、
体
調
不
良
者
、
故
障

者
が
多
く
出
た
中
で
、
走
っ
た
選
手
を
は

じ
め
、
控
え
の
選
手
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ん
が
力
を
合
わ
せ
て
こ
の
順
位
を
獲
得
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
来
期
は
、
新
体
制
を

整
え
て
、
一
か
ら
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
２

分
33
秒
差
を
詰
め
、
さ
ら
に
２
位
、
優
勝

が
め
ざ
せ
る
チ
ー
ム
作
り
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
３
日
間
、
温
か
い
ご

声
援
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

小学生区間優勝！

さ
ら
な
る
上
位
を
め
ざ
し
て

一
か
ら
ス
タ
ー
ト
を
切
る

受賞おめでとうございます
総合第４位入賞、中学生総合準優勝、女子総合優勝

優秀競技者賞　生田　琉海 選手、國行　麗生 選手、福良　郁美 選手

区間賞

生田　琉海 選手　阿南第二中学校３年　  4区（3.0㎞）   9分58秒、40区（3.0㎞）   8分51秒
戸川ひろの 選手　富岡東高等学校２年　23区（3.0㎞） 11分52秒
國行　麗生 選手　東海大学３年　　　　24区（8.9㎞） 28分  4秒、36区（7.3㎞） 22分41秒
松田　悠陸 選手　富岡西高等学校２年　33区（6.6㎞） 20分49秒
福良　郁美 選手　大塚製薬株式会社　　41区（4.2㎞） 14分15秒
小林　璃々 選手　羽ノ浦中学校３年　　42区（3.0㎞）   9分41秒

大会史上初めて設けられた小学生
区間で、男女とも区間賞を獲得し、
小学生総合で１位となりました。

男子１位　児島雄一郎 選手
羽ノ浦小学校６年（写真右）

女子１位　治尾優衣奈 選手
羽ノ浦小学校６年（写真中）
米﨑　陽海 選手
富岡小学校６年（写真左）　　　   　

生田 選手 戸川 選手 國行 選手 松田 選手 福良 選手 小林 選手
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開
催
地
に
阿
南
が
選
ば
れ
た
理
由

全
国
の
野
球
愛
好
家
が
集
結

　

い
く
つ
に
な
っ
て
も
生
涯
現
役
で

野
球
を
楽
し
み
た
い
―
。

　

全
国
各
地
で
盛
り
上
が
り
を
見
せ

て
い
る
生
涯
還
暦
野
球
。
そ
の
全
国

大
会「
全
日
本
生
涯
還
暦
野
球
大
会
」

（
全
日
本
早
起
き
野
球
協
会
主
催
）

が
、
新
た
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、記
念
す
べ
き
第
１
回
大
会
が
、

平
成
28
年
11
月
18
日
か
ら
20
日
ま
で

の
３
日
間
に
わ
た
っ
て
、
Ｊ
Ａ
ア
グ

リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
と
あ
な
な
ん

ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
各
地
区
を
代
表
し
て
、

60
歳
以
上
の
野
球
愛
好
家
約
２
０
０

人
が
阿
南
市
に
集
結
。「
健
康
と
親

睦
」を
合
言
葉
に
白
球
を
追
い
か
け
、

心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
６
月
に
「
野
球
の
ま
ち

阿
南
推
進
協
議
会
」
を
創
設
し
、
野

球
を
産
業
振
興
へ
と
結
び
つ
け
た
取

組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全

日
本
早
起
き
野
球
協
会
の
事
務
局
が

本
市
に
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
今
大
会

の
開
催
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
本
市
で
西
日
本
生
涯

還
暦
野
球
大
会
を
実
施
し
た
実
績
が

あ
り
ま
す
が
、
全
国
を
対
象
と
し
た

大
会
は
初
め
て
で
す
。「
草
野
球
の

聖
地
・
阿
南
」
と
し
て
の
大
き
な
一

歩
と
な
り
ま
し
た
。

「草野球の聖地・阿南」へ大きな一歩
第１回全日本生涯還暦野球大会が開催される
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長崎県
長崎マリン
マスターズ

大
会
の
よ
う
す

　

大
会
初
日
は
盛
大
に
交
流
会
を
催

し
、
２
日
目
か
ら
試
合
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
全
国
各
地
か
ら
集
っ
た
８

チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
と
と

も
に
、
チ
ー
ム
の
垣
根
を
越
え
た
交

流
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
徳
島
ま
ま
ブ
ラ
ス
ａ
ｎ
ａ
ｎ　

ｍ
ａ
ｍ
ａ
ｎ
や
Ａ
Ｂ
Ｏ
60
に
よ
る
演

出
で
大
会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

試
合
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
行
わ

れ
、
植
野
ク
ラ
ブ
（
高
知
県
）
が
優

勝
、
橘
シ
ニ
ア
（
阿
南
市
）
が
準
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
試
合
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

平成26年10月に「野球観光ツアー」で阿南市に来ました。
その時の手厚い歓迎とおもてなしや、すばらしい球場で野
球ができたことが、とても印象に残っていました。今回、
その阿南市で開催されるということで参加させていただき
ましたが、やはりすてきなところですね。まち全体で野球
を盛り上げているところは、沖縄県でもぜひ広めたいと思
います。
来年は、沖縄県で第２回大会が開催されます。今回は結果
を残せませんでしたが、次回は沖縄から優勝チームを出す
ために頑張ります。

61歳。沖縄県那覇市在住。オ
ールウェイズ代表。平成26年
に野球観光ツアーに参加。次
回大会の第２回全日本生涯
還暦野球大会の運営に携わる。

オールウェイズ
普久原 朝啓さん

私の曽祖父が見能林町出身なの
で、阿南市は非常に思い入れの
深い地です。これまでに３回ほ
ど訪れましたが、今回は約 10
年ぶりです。本当に久しぶりな
ので、この日が来るのをずっと
楽しみにしていました。今回、
縁があり、北海道代表として来
られたことをうれしく思いま
す。阿南市のスタッフや他の選
手など、たくさんの方が温かく
迎えてくれました。この時期、
北海道では雪が積もっているた
め、野球大会はありません。野
球ができるのは、ありがたいで
すね。野球を通して生まれた出
会いとつながりを今後も大切に
していきたいと思います。

71歳。北海道千歳市在住。
千歳シニアクラブ総監督。千
歳軟式野球連盟理事長。曽祖
父が見能林町出身。

千歳シニアクラブ
森　満さん

私は、スポーツドクターとしてプロ野球選手
やオリンピック選手などの健康管理や診察を
担当するとともに、医学研究に取り組んでき
ました。
阿南市とは野球を通した交流が深く、今回の
大会が阿南市で開催されるということで、何
がなんでも来ようと思っていました。また、
野球を通して私が大切にしていることは、「思
いやり」と「尊敬」です。対戦相手であって
も「あの時の監督の采配はすばらしかった」

「あのプレーはとてもよかった」など、尊敬
の言葉を贈るよう心がけています。これが、
試合後も良い関係が続くきっかけになると思
います。

83歳。長野県千曲市在住。整形外
科医。全日本早起き野球協会名誉会
長。プロ野球トレーナー協会顧問。
生涯野球大会創設者。野球のまち阿
南推進にご尽力いただいた。

長野生涯由紀―ズ
吉松 俊一さん

沖縄県から

長野県から

北海道から

阿南市
・橘シニア
・阿南還球会

岩手県
宮古シニア金剛

高知県
植野クラブ

橘
シ
ニ
ア

開催地

オ
ー
ル

ウ
ェ
イ
ズ

沖縄

長
野
生
涯

由
紀
ー
ズ

中部

宮
古
シ
ニ
ア

金
剛

東北

植
野
ク
ラ
ブ

西日本

長
崎
マ
リ
ン

マ
ス
タ
ー
ズ
九州

千
歳
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ

北海道

阿
南
還
球
会

開催地

19日
第１試合

5

5

1

10

0 7 41 4

0 5

3

3 1

20日
準決勝

20日
決勝戦

20日
準決勝

19日
第２試合

19日
第３試合

19日
第４試合

植野クラブ
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お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
金
２
７
０
万
円

楠
根
町　

谷　

敬
二
様
か
ら

阿
南
市
交
通
遺
児
育
英
基
金
へ

阿
南
市
消
防
本
部
へ

●
救
急
備
品
一
式

才
見
町　

平
田
晃
士
様
か
ら

御
尊
父
茂
文
様
の
香
典
返
し
の

一
部
に
か
え
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

臨
時
的
任
用
職
員

（
ご
み
収
集
作
業
）を
募
集

　

平
成
29
年
度
に
環
境
管
理
事
務

所
に
お
い
て
、
臨
時
的
に
勤
務
す

る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
昭
和
30
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員　
８
人
程
度

賃
金　
日
額
９
５
０
０
円

勤
務
時
間　
原
則
と
し
て
月
曜
日

～
金
曜
日
の
午
前
７
時
30
分
～
午

後
４
時
15
分

申
込
方
法　
履
歴
書
（
市
販
の
も

の
に
自
筆
、
写
真
貼
付
）
を
人
事

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
試
験

案
内
は
、
申
込
期
間
中
に
人
事
課

で
配
布
し
ま
す
。

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ｖ
Ａ
Ｙ　

ソ
ル
ベ
イ
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
ケ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社 

～

　

昨
年
末
か
ら
世
界
的
に
不
透
明
で
、
暗
い
ニ
ュ
ー

ス
が
続
い
て
き
ま
し
た
が
、
今
月
号
の
市
長
通
信
は
、

本
市
に
と
っ
て
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
を
一
つ
お
伝
え
し

ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
は
、
大
潟
新
浜
工
業
団
地
に
立
地

し
て
い
る
阿
南
化
成
株
式
会
社
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
会
社
は
平
成
元
（
１
９
８
９
）
年
1
月

に
操
業
を
開
始
し
た
ベ
ル
ギ
ー
に

本
社
を
置
く
グ
ロ
ー
バ
ル
総
合
化

学
メ
ー
カ
ー
「
ソ
ル
ベ
イ
」
の
グ

ル
ー
プ
会
社
で
す
。「
ソ
ル
ベ
イ
」

は
、
１
８
６
３
年
に
エ
ル
ネ
ス

ト
・
ソ
ル
ベ
イ
卿
が
設
立
し
、
現

在
、
世
界
53
カ
国
、
１
４
５
工

場
、
21
研
究
開
発
拠
点
、
従
業

員
約
３
万
人
を
抱
え
る
大
企
業
で

す
。
１
５
０
年
以
上
の
歴
史
を
も

つ
名
門
グ
ル
ー
プ
で
、
阿
南
工
場

で
は
、
レ
ア
・
ア
ー
ス
を
主
体
と

し
た
、
自
動
車
排
ガ
ス
浄
化
用
触

媒
の
材
料
を
世
界
に
供
給
し
て
い
ま
す
。
こ
の
阿
南

化
成
株
式
会
社
が
本
年
１
月
１
日
を
も
っ
て
、
社
名

を
「
ソ
ル
ベ
イ
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
ケ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
株

式
会
社
」
に
変
更
し
、
名
実
共
に
世
界
的
名
称
を
冠

す
る
企
業
と
な
り
ま
し
た
。
本
市
に
は
日
亜
化
学
工

業
株
式
会
社
を
は
じ
め
、
多
く
の
優
良
な
企
業
が
立

地
し
て
い
ま
す
。
今
回
、「
ソ
ル
ベ
イ
・
ス
ペ
シ
ャ

ル
ケ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
」
に
加
わ
っ
て
い
た

だ
き
、
世
界
的
に
も
阿
南
市
の
知
名
度
が
上
が
っ
て

い
く
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
写
真
の
前
列
左
か
ら
３
人
目
の
白
ひ
げ
の
紳

士
が
、「
ソ
ル
ベ
イ
」
創
始
者
の
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ソ

ル
ベ
イ
氏
で
す
。
彼
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
病
弱
の
た

め
大
学
へ
行
く
こ
と
が
で
き
ず
、
21
歳
の
時
に
叔

父
の
化
学
工
場
で
働
き
始
め
ま
し
た
。

１
８
６
１
年
、
ソ
ル
ベ
イ
法
と
い
う

画
期
的
な
発
明
を
し
、
特
許
を
取
得
。

莫
大
な
利
益
を
も
た
ら
し
、
そ
の
収

入
を
慈
善
事
業
の
た
め
に
使
い
ま
し

た
。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
大
学
の
一
部
に

「
ソ
ル
ベ
イ
・
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
」

を
設
立
し
、
後
進
の
育
成
に
も
貢
献
。

晩
年
に
は
ベ
ル
ギ
ー
の
国
務
大
臣
に

も
就
任
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
写
真
前
列
右
か
ら
２
人
目

で
肘
を
つ
い
て
い
る
女
性
が
ノ
ー
ベ

ル
賞
を
２
回
受
賞
し
た
キ
ュ
リ
ー
夫

人
、
後
列
右
か
ら
２
人
目
の
男
性
が
ノ
ー
ベ
ル
物
理

学
賞
を
受
賞
し
た
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
氏
で
す
。
当

時
の
世
界
の
英
知
が
結
集
し
て
い
ま
す
。

　

今
日
の
化
学
の
歴
史
を
築
い
て
き
た
名
門
企
業
が
、

私
た
ち
の
阿
南
市
に
立
地
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
大
き
な
夢
に
つ
な
が
る
貴
重

な
財
産
だ
と
思
い
ま
す
。

申
込
期
間　
２
月
７
日
㈫
～
28
日

㈫
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
土
、
日
曜
日
等
、
閉
庁
日

は
除
く
）

試
験
内
容　
面
接
試
験
お
よ
び
体

力
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日　
３
月
２
日
㈭

※
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
等
は
目

的
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
事
課
（
☎
22

－

１
１
１
２
）
へ

「
明
谷
梅
林
ま
つ
り
」を
開
催

　

県
南
で
最
も

大
規
模
な
梅
の

　
　
　
　
　
　
　

名
所
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

約
４
０
０
０
本

　
　
　
　
　
　
　

の
梅
の
花
を
ご

　
　
　
　
　
　
　

覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

期
間　
２
月
19
日
㈰
～
３
月
20
日

㈷開
園
式　
２
月
19
日
㈰　

午
前
10

時
～

も
ち
投
げ
、
梅
干
し
の
種
飛
ば
し

大
会

駐
車
場　
梅
林
売
店
前
の
無
料
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
台
数
に
限
り
あ
り
。

※
沿
道
へ
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
商
工
観
光
労
政

課
（
☎
22

－

３
２
９
０
）
へ

第１回ソルベイ会議（1911年）
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保
険
年
金
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
国
民
健
康
保
険
】

高
額
療
養
費
の
支
給
申
請

　

世
帯
の
１
カ
月
間
の
医
療
費
の

自
己
負
担
額
（
一
部
負
担
金
）
が
、

そ
の
世
帯
の
自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
た
場
合
、
申
請
す
る
と
超
え

た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給

さ
れ
ま
す
。
阿
南
市
国
民
健
康
保

険
加
入
者
が
高
額
療
養
費
に
該
当

し
た
場
合
は
、
診
療
月
の
約
２
カ

月
後
に
、「
手
続
き
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ
」
を
世
帯
主
の
方
に
通

知
し
て
い
ま
す
。
通
知
が
届
い
た

ら
、
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
高
額
療
養
費
の
支
給

申
請
期
間
は
２
年
間
で
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
高
額
療
養
費
の
申
請
に
は
領
収

書
（
原
本
）
が
必
要
で
す
の
で
、

税
金
の
確
定
申
告（
医
療
費
控
除
）

を
行
う
場
合
は
、
先
に
高
額
療
養

費
の
支
給
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
保
険
証
ま
た
は
印
鑑

・
世
帯
主
の
預
金
通
帳

・
手
続
き
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

・
領
収
書
ま
た
は
支
払
額
証
明
書

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の

　

お
よ
び
本
人
確
認
書
類

20
歳
に
な
っ
た
ら

「
国
民
年
金
」

　

皆
さ
ん
は
、
国
民
年
金
に
つ
い

て
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

「
年
金
な
ん
て
ま
だ
関
係
な
い
」

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保

障
だ
け
で
な
く
、
万
が
一
、
病
気

や
け
が
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き

や
、
一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ

た
と
き
な
ど
、
あ
な
た
や
あ
な
た

の
家
族
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
加
入
の
届
出
や
保
険

料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。「
あ
の
時
に
…
」
と
後
悔
す

る
前
に
、
国
民
年
金
に
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－
１
１
１
８
）
へ

【
後
期
高
齢
者
医
療
】

高
額
療
養
費
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

　

１
カ
月
の
医
療
費
の
支
払
い
が

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、

申
請
す
る
と
超
え
た
分
が
高
額
療

養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

一
度
振
込
口
座
が
登
録
さ
れ
る
と

次
回
以
降
の
申
請
は
不
要
と
な

り
、
該
当
が
あ
る
場
合
は
自
動
的

に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
で
手
続
き
が
お
済

み
で
な
い
方
は
、
申
請
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

・
印
鑑

・
振
込
口
座
が
確
認
で
き
る
も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の

お
よ
び
本
人
確
認
書
類

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

８
０
６
４
）
へ

日時　２月28日㈫　14:00～15:30
場所　文化会館１階　視聴覚室
演題　「障害者差別解消法と人権保護

への取り組み」
講師　社会福祉法人 悠林舎　

障害者支援施設シーズ　
管理者　田中丈士さん

※託児あり。２月20日㈪までにお申
し込みください。

※お車でお越しの方は、乗り合わせに
ご協力ください。

問い合わせは　
人権・男女参画課（☎22−3094）へ

第６回 阿南市
人権教育・啓発市民講座

本フォーラムでは、伊島ササユリ保全活動や先進地事例をご講演してい
ただき、また、伊島をモデルにその豊かな自然の保全・活用について協
議することで、本市の生物多様性の保全と活用を促進し、地域活性化に
つなげることを目的としています。

日時　２月25日㈯　13:00〜16:00（受付12:30〜）　　場所　富岡公民館２階　大ホール
内容　第１部【講演等】

▼講演「東おたふく山における草原保全の10年　その成果と課題」
　講師　兵庫県立人と自然の博物館　主任研究員　橋本佳延さん

▼講演「人と山の新しい付き合い方」
　講師　北広島町立芸北高原の自然館　主任学芸員　白川勝信さん

　　　第２部【パネルディスカッション】
テーマ　伊島の豊かな自然の保全と活用の促進について

参加費　無料
主催　阿南市、阿南工業高等専門学校
問い合わせは　環境保全課（☎22−3413）へ

「第４回阿南市生物多様性フォーラム
　～伊島の豊かな自然　保全と活用を目指して～」を開催

伊島ササユリ保護活動のようす
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あぶない !こんなに事故が
交 通
事 故

件　数
死　者
負傷者

262件（2,561）
0人（    3）
23人（335）

救 急 件　数
搬送人員

279件（3,511）
261人（3,379）

火 災 件　数
損害額

1件（  41）
0千円（28,477千円）

●阿南署管内平成28年12月分合計。カッコ内は平成28年の累計。
　損害額は未確定分を含んでいません。

「阿南市暮らしのガイドブック」への
広告掲載にご協力ください

市では、新庁舎完成を記念して、株式会社サイネックスと協
働で「阿南市暮らしのガイドブック（保存版）」を作成し、
市内すべての世帯および転入者に配布しようと準備を進めて
います。ガイドブックの製作費用は、市内の事業者の広告掲
載料によって賄われます。その広告主を募集するため、株式
会社サイネックスの社員が、皆様の会社やお店などにお伺い
しますので、ご理解とご協力をお願いします。

●広告主・広告掲載基準　
ダイレクトメールまたは市ホームページ掲載の「阿南市広告
事業実施要綱」をご確認ください。株式会社サイネックスに
よる審査もあります。
【ガイドブックの概要】

発行予定　平成29年７月
発行部数　34,000部
仕　　様　A4 判、フルカラー、164ページ程度
掲載項目　市の紹介や防災・医療などに関する情報、各種

行政サービス、新庁舎・窓口案内など
配布予定　平成29年７月～８月

広告に関する申込み・問い合わせは
株式会社サイネックス徳島支店

（☎088−623−0530）へ

募集期間　平成29年２月～３月（予定）

バヌアツでは、主要な町以外は電気や水道が通っておらず、道も整備されていないため交通手段が限ら
れます。このような環境の中、村に住む子どもたちに予防接種を行うのが、バヌアツのたくましい看護
師。私の心強いパートナーです。今回は、１人の看護師を紹介します。
彼の名はクレイトン。アンバエ島のサカオという地域の診療所にたった一人で働いています。「陸の孤
島と呼ばれるここでは、誰も働きたがらないんだ」と寡黙に語る彼。お産や傷の縫合はもちろん、家が

診療所と併設されているため、24時間体制で対応します。時にボート
を運転し、陸伝いでは行けない村へ出向き、予防接種を行います。生
まれ育った村の人々の健康のため、活躍するバヌアツの看護師を輝か
しく思えた瞬間でした。「クレイトン、たくましいよ」と、私の心の底
から出た言葉に対し、彼はクールにほほ笑んでくれました。現場で働
く看護師と話すことが私の大きな楽しみです。私が活動できる残され
た期間は、あと少し。最後まで現場の声を大切に活動をしていきたい
と思います。

～バヌアツのたくましい看護師～ 渡邊李里紗さん

青年海外協力隊員からの手紙 Vol.5

診療所の看護師クレイトン

次の目的地までボートを用意してくれました

阿南警察署だより
振り込め詐欺に注意
依然として、振り込め詐欺の被害が
多発しています。
県外に出ている息子を名乗り、「事
故を起こした、示談金が必要」等と
だますオレオレ詐欺や市役所職員を
かたり、「医療費の還付金がある」
等とだます還付金詐欺など、その手
口はさまざまです。
被害者のうち、約７割が高齢者（う
ち約８割が女性）です。一人ひとり
が当事者意識を持ち、被害に遭わな
いように家族と話し合ったり、不審
な電話があった時は、警察に相談し
てください。
問い合わせは　阿南警察署
　　　　　　　（☎22－0110）へ
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問い合わせは　野球のまち推進課（☎ 22 － 1297）へ

阿南市を代表する観光地・蒲生田岬。岬からの眺めは絶景で、伊島や橋杭岩、晴れた日には淡路島や和歌山県南部
も見渡す事ができます。県内で唯一「恋する灯台」に選ばれた蒲生田岬灯台や「波の詩」モニュメントは恋人が集
う場所として、休日にはカップルや夫婦をよく見かけます。近くにはウミガメ産卵地、珍しい亜熱帯の植物が多く
存在する大池、因幡の白うさぎにちなんだ逸話やなでうさぎを奉納している賀立（かだち）神社などがあります。
また、60年続くウミガメ観察記録や当時の貴重な資料が残っている蒲生田小学校、ハモ天丼・ しらす丼などが食

べられるかもだ岬温泉保養センターもあって、蒲生田の地域はたくさんの魅
力に溢れています。
しかし、蒲生田に行きたいのに、行く手段がない。道が狭くて行きづらい。
どうすれば行けるのか？そう言ったお声を聞くことがよくあります。そこで
現在、月に１度椿町内からかもだ岬温泉までの送迎を行っています。毎月第
３日曜日には、同温泉でちりめんや干物などを販売する「とれとれ市」が開
催され、今後は「椿ママどる」や「魚っ SUN's」とのコラボ企画も考えて
います。送迎をご希望される方は、かもだ岬温泉（☎21－3030）助田まで
お問い合わせください。

地域の新しい力となる

地域おこし協力隊だより
地域おこし協力隊の活動を紹介するコーナー。毎回、隊員が活動内容や地域の魅力を発信します。

助田 光穂さん
（椿地区）

vol.6

〇春季合宿
　三菱重工広島硬式野球部
　　２月22日㈬～３月３日㈮
　　　8:30～17:00
　　２月26日㈰　12:00〜練習試合（対アークバリア）
　　※２月27日㈪は休み

球場へ行こう!
JAアグリあなんスタジアムほか

２月の日程

●教育長報告
　①12月議会　代表・一般質問の主な内容と答弁について
※定例会の日時は、市ホームページでお知らせしています。
　くわしくはお問い合わせください。
問い合わせは　教育委員会総務課（☎22−3299）へ

平成28年度コミュニティ助成事業（一般コミュニティ助成
事業）により、かざぐるま実行委員会が、竹球体オブジェ用
ＬＥＤを購入しました。
今後、地域イベントの活性化に大いに活用します。

商工観光労政課

12月定例会（12月22日開催）で、次の内容に
ついて審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより

宝くじ助成事業で
竹球体オブジェ用
ＬＥＤ購入

■展示コーナー　10:00～20:00
※初日と最終日は催しによって終了時間が異なります。

○バレンタイン＆アロマ雑貨　～12日㈰まで
○パッチワークキルト展　14日㈫～26日㈰
○現代アート(複合アート)　28日㈫～３月12日㈰
■体験コーナー

○バレンタインスイーツキャンドル
４日㈯　13:00～15:00
【申込締切日】３日㈮
【参加費】1,500円　【定員】６人
【持参物】エプロンまたは汚れてもよい服装で。

○楽しくプリザーブドフラワーアレンジ
12日㈰　13:00～15:00
【申込締切日】10日㈮
【参加費】2,800円　【定員】10人
【持参物】はさみ（あれば）

○おしゃれでかわいいパッチワーク
18日㈯　13:00～15:00
【申込締切日】17日㈮
【参加費】800円　【定員】６人
【持参物】裁縫道具、あればお好きな布

問い合わせは
阿南光のまちステーションプラザ（☎ 24−3141）へ

光 のまちステーションプラザ

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り
常時開催中！

２月の催し

【お詫びと訂正】
平成29年１月号に誤りがありました。
お詫びし、訂正いたします。
18ページ４段目４行目
(誤) 平成29年１月に　(正) 平成28年１月に

ANAN Luminous Town 
Project 2016 X'mas で展示
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徳
島
県
知
事
表
彰

▼
表
原　

浩
（
富
岡
分
団
）
▼
東

條
定
之
（
中
野
島
分
団
）
▼
岡
久

正
樹
（
長
生
分
団
）
▼
片
桐　

明
・
阿
部
仁
和
（
以
上
大
野
分

団
）
▼
久
保
喜
史
・
恵
来
憲
一

（
以
上
加
茂
谷
分
団
）
▼
青
木
俊

文
（
見
能
林
分
団
）
▼
福
田
康

仁
・
谷　

武
司
（
以
上
橘
分
団
）

▼
小
山
一
樹
・
岡　

典
男
（
以
上

桑
野
分
団
）
▼
西
中
敬
治
（
新
野

分
団
）
▼
野
村
俊
之
（
福
井
分

団
）
▼
谷
脇
文
明
（
椿
分
団
）
▼

西
野
和
弘
・
岡
本
浩
幸
（
以
上
那

賀
川
分
団
）
▼
福
島
啓
仁
・
多
田

晃
（
以
上
羽
ノ
浦
分
団
）
▼
多
田

和
夫
（
消
防
本
部
）

徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
功
績
章
）

▼
竹
内
啓
二
（
富
岡
分
団
）
▼
柴

田
人
誌
（
中
野
島
分
団
）
▼
中
村

武
康
（
長
生
分
団
）
▼
松
浦
浩
二

（
大
野
分
団
）
▼
日
下
賢
一
（
加

茂
谷
分
団
）
▼
横
手
忠
彦
（
見
能

林
分
団
）
▼
福
田
康
仁
・
谷　

武

司
（
以
上
橘
分
団
）
▼
岡　

典
男

（
桑
野
分
団
）
▼
久
米
和
德
・
尺

長
祐
次
（
以
上
新
野
分
団
）
▼
日

浦
基
之
（
福
井
分
団
）
▼
久
保
脇

正
儀
（
椿
分
団
）
▼
小
濱
鉄
也
・

鈴
江
敏
宏
（
以
上
那
賀
川
分
団
）

▼
多
田　

晃
・
竹
治
裕
彦
（
以
上

羽
ノ
浦
分
団
）

（
精
績
章
）

▼
青
木　

宏
・
米
田
正
憲
・
嘉
村

稔
（
以
上
富
岡
分
団
）
▼
赤
井
義

樹
（
中
野
島
分
団
）
▼
湯
浅
優
人

（
宝
田
分
団
）
▼
蔭
山
雅
之
・
神

元
敏
弘
・
若
江
信
彦
（
以
上
長
生

分
団
）
▼
大
山　

憲
・
天
羽
祥
仁

（
以
上
大
野
分
団
）
▼
湯
浅
嘉
文
・

森
野
喜
代
重
・
湯
浅
喜
文
（
以
上

加
茂
谷
分
団
）
▼
原　

裕
昭
・
槇

野
哲
也
・
青
木
俊
文
（
以
上
見
能

林
分
団
）
▼
松
下
浩
徳
（
橘
分

団
）
▼
稲
本
広
樹
・
西
崎
仁
志
・

大
東
信
介
（
以
上
桑
野
分
団
）
▼

折
野
敏
彦
・
富
田
彩
夫
・
中
川
修

次
（
以
上
新
野
分
団
）
▼
松
本
光

弘
・
湯
浅
将
由
（
以
上
福
井
分

団
）
▼
田
井
俊
広
（
椿
分
団
）
▼

井
原
英
樹
・
宮
本
和
人
・
浅
石
聖

德
（
以
上
那
賀
川
分
団
）
▼
福
住

好
広
・
布
川
英
二
・
稲
垣　

浩

（
以
上
羽
ノ
浦
分
団
）

阿
南
市
消
防
長
表
彰

▼
村
野
久
美
・
中
川
静
香
（
以
上

女
性
消
防
班
）
▼
森
行　

太
・
橋

本
広
宣
・
立
石
敬
輔
（
以
上
富
岡

分
団
）
▼
赤
井
義
樹
・
田
神
浩

貴
・
山
本
佳
尚
・
藤
野
佳
孝
・
萩

野
隆
也
・
澤
野
賢
次
（
以
上
中
野

島
分
団
）
▼
泉　

和
博
・
武
市
篤

浩
・
厚
田
雅
志
・
湯
浅
優
人
・
城

芳
孝
・
仁
木
誠
志
（
以
上
宝
田
分

団
）
▼
岡
久
義
史
・
小
島　

司

（
以
上
長
生
分
団
）
▼
奥
谷　

裕

（
大
野
分
団
）
▼
湯
浅
雅
之
・
片

山
聡
司
（
以
上
加
茂
谷
分
団
）
▼

美
馬
功
司
・
渡
邉
竜
也
・
今
治
広

行
・
松
本
匡
史
（
以
上
見
能
林
分

団
）
▼
嘉
見
修
一
・
宮
本　

武
・

田
村
正
樹
・
西
内
章
悟
・
中
島
英

人
・
笹
田
知
広
（
以
上
桑
野
分

団
）
▼
髙
瀬
欽
庸
・
天
羽
俊
暁
・

鶴
羽　

哲
・
泉　

保
久
（
以
上
新

野
分
団
）
▼
泰
地
輝
雄
・
野
村
拓

也
・
藤
木
英
之
・
井
坂　

博
（
以

上
福
井
分
団
）
▼
田
井
啓
吾
・
馬

詰
勤
考
・
神
野
譲
二
・
神
野
隼
平

（
以
上
椿
分
団
）
▼
中
村
祐
陽
・

庄
野
武
志
・
坂
部
宣
行
・
松
下
宗

史
・
瀧　

貴
美
雄
・
深
川　

勲
・

井
筒
達
史
（
以
上
那
賀
川
分
団
）

▼
國
分
則
之
・
住
友
達
也
（
以
上

羽
ノ
浦
分
団
）

阿
南
市
消
防
団
長
表
彰

▼
岡
本
恒
二
・
原　

誠
・
高
木
義

仁
（
以
上
富
岡
分
団
）
▼
田
上
達

彦
・
田
神
尉
志
・
小
林
侑
城
・
小

基
志
・

井
敏
文
・
小

一

生
・
笠
原　

勝
・
村
田
優
一
・
横

田
博
之
（
以
上
中
野
島
分
団
）
▼

木
田
泰
巨
・
堺　

義
明
・
福
田
飛

鳥
・
仁
木　

剛
（
以
上
宝
田
分

団
）
▼
尾
﨑
寛
樹
・
秋
本
雅
寛
・

芝
山
将
太
（
以
上
長
生
分
団
）
▼

宇
川
洋
輝
・
吉
岡
陽
介
・
須
藤
浩

市
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る

消
防
団

　

阿
南
市
消
防
団
は
、
地
域
に
お
け
る
消
防
防
災
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
地
域
に
密
着
し
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
と

い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
日
頃
の
訓
練
で
培
わ

れ
た
操
法
技
術
は
県
下
一
と
も
い
わ
れ
、
私
た
ち
市
民
に
と

っ
て
心
強
い
存
在
で
す
（
１
月
１
日
現
在
の
消
防
団
員
数　

１
４
５
６
人
）。

　

去
る
１
月
８
日
、
夢
ホ
ー
ル
で
阿
南
市
消
防
出
初
式
が
行

わ
れ
、
約
５
０
０
人
の
消
防
団
員
・
消
防
職
員
が
、
地
域
の

安
全
と
安
心
を
守
る
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
長

年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
功
績
を
残
さ
れ
た
方
々
に
、
表

彰
状
と
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
を

ご
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

�

　
　
　
（
敬
称
略
）
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之
・
阿
瀬
川
和
也
・
日
下
貴
善

（
以
上
加
茂
谷
分
団
）
▼
横
手
一

郎
・
木
村
賦
宏
（
以
上
見
能
林
分

団
）
▼
広
瀬
賢
英
（
橘
分
団
）
▼

森
田
繁
樹
・
横
田　

圭
・
畠
山
太

輔
（
以
上
桑
野
分
団
）
▼
川
原
守

人
・
新
井
竜
大
・
中
山　

誠
・
乾

文
彦
（
以
上
新
野
分
団
）
▼
湯
浅

宏
一
郎
（
福
井
分
団
）
▼
井
村
吉

晴
・
小
川
直
樹
・
田
井
正
男
・
玉

田
康
祐
・
粟
田　

環
・
川
西
智

子
・
水
本
宏
樹
・
矢
勢　

成
・
神

野
和
馬
（
以
上
椿
分
団
）
▼
岡
本

雅
志
・
小
出
敬
史
・
壷
内
慎
介

（
以
上
那
賀
川
分
団
）
▼
石
橋
稔

之
・
福
島
朋
哉
・
古
川
貴
大
・
佐

野　

亮
（
以
上
羽
ノ
浦
分
団
）

（
功
績
賞
）

▼
徳
島
県
消
防
操
法
大
会
入
賞

ポ
ン
プ
車
の
部
第
二
位

大
西
博
晃
・
森　

丈
司
・
青
木
孝

憲
・
高
見
進
矢
・
松
本
匡
史
・
大

東
伸
一
（
見
能
林
分
団
第
五
班
）

小
型
ポ
ン
プ
の
部
第
二
位

湯
浅
拓
己
・
松
﨑
昭
寿
・
柴
田　

学
・
湯
浅
雅
裕
・
森　

政
行

（
加
茂
谷
分
団
第
一
班
）

小
型
ポ
ン
プ
の
部
第
四
位

曽
我
井
和
朗
・
片
山　

修
・
片
山

正
樹
・
原　

誠
一
・
上
地
智
博

（
加
茂
谷
分
団
第
六
班
）

徳
島
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

（
内
助
功
績
）

▼
近
藤
美
恵
子
・
谷
本
か
ほ
り
・

濱
田
由
美
・
品
川
順
子
（
以
上
富

岡
分
団
）
▼
佐
竹
浩
美
・
佐
竹

奈
々
絵
・
原　

や
代
い
（
以
上
加

茂
谷
分
団
）
▼
尾
﨑
淳
子
（
見
能

林
分
団
）
▼
元
山
弘
美
・
宮
本
眞

理
子
（
以
上
桑
野
分
団
）
▼
折
野

百
合
子
・
清
水
洋
美
・
森　

浩

子
・
金
久
千
代
子
（
以
上
新
野
分

団
）
▼
三
間
さ
と
み
（
福
井
分

団
）
▼
鈴
江
照
代
・
田
上
達
治
・

鈴
木
恒
子
（
以
上
那
賀
川
分
団
）

▼
矢
部
志
保
（
羽
ノ
浦
分
団
）

阿
南
市
長
感
謝
状

（
内
助
功
績
）

▼
山
下
美
由
紀
・
浅
川
法
子
・
橋

本
恵
美
・
大

美
景
（
以
上
富
岡

分
団
）
▼
井
村
好
延
（
宝
田
分

団
）
▼
平
野
百
合
（
大
野
分
団
）

▼
森
本
久
美
・
日
下
聖
子
（
以
上

加
茂
谷
分
団
）
▼
佐
野　

忍
・
小

濱
克
江
（
以
上
見
能
林
分
団
）
▼

湯
浅
裕
里
（
桑
野
分
団
）
▼
馬
見

文
緒
・
折
野
小
百
合
・
西
村
雅

子
・
藤
江
純
子
・
平
田
由
美
・
小

田
和
美
・
八
木
由
里
・
久
礼
羽
初

美
（
以
上
新
野
分
団
）
▼
原
田
京

子
・
原　

礼
子
（
以
上
福
井
分

団
）
▼
西
内
美
保
・
布
川
直
子
・

寺
内
明
美
（
以
上
椿
分
団
）
▼
宮

本
光
代
（
那
賀
川
分
団
）
▼
中
木

千
恵
（
羽
ノ
浦
分
団
）

（
早
期
発
見
・
初
期
消
火
協
力
者
）

▼
宮
繁
和
雄
（
中
林
町
）

（
消
火
協
力
者
）

▼
有
限
会
社
豊
成
組
（
日
開
野

町
）

（
人
命
救
助
者
）

▼
電
源
開
発
株
式
会
社
橘
湾
火
力

発
電
所
従
業
員
一
同
（
橘
町
）

▼
梅
宅
あ
ゆ
み
・
堀
田
有
加
理

（
以
上
羽
ノ
浦
町
）

阿
南
警
察
署
長
感
謝
状

（
防
犯
功
労
）

▼
橘
分
団
▼
桑
野
分
団

阿
南
市
消
防
団
長
感
謝
状

（
年
間
無
火
災
）

▼
宝
田
分
団
▼
加
茂
谷
分
団
▼
桑

野
分
団
▼
椿
分
団

市民の生命と財産を守る　消防団

消防団員募集中！
消防団には地域の皆さんの力が必要です。
防災体制の充実・強化にご協力ください。
入団条件
・阿南市内に居住、または勤務している方
・郷土愛に溢れボランティア精神の旺盛な方
・入団時の年齢が18歳以上40歳未満の方で

消防団活動に支障のない方
問い合わせは　警防課（☎22－3796）へ
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【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

▼
中
学
男
子　

南
原
柊
琉
・
前
川

瞬
希
（
阿
南
）
▼
同
女
子　

喜
田

萌
衣
・
安
田
七
彩
（
阿
南
）
▼
一

般
男
子　

大
岡
勇
貴
・
向　

海
斗

（
阿
南
高
専
Ｏ
Ｂ
）
▼
同
女
子　

西
尾
妃
夏
乃
・
清
ま
り
な
（
富
岡

東
高
）

【
硬
式
テ
ニ
ス
】

▼
小
学
４
年
生
以
下
ク
ラ
ス　

宮

本
陽
菜
（
シ
オ
ン
）
▼
同
５
・
６

年
生
ク
ラ
ス　

岩
田　

隼
（
見
能

林
）
▼
中
学
生
男
子　

寺
崎
呼
人

（
阿
南
一
）
▼
同
女
子　

吉
田
凜

花
（
阿
南
）
▼
高
校
男
子
オ
ー
プ

ン
ク
ラ
ス　

今
川
雄
斗
（
阿
南
高

専
）
▼
同
ア
ド
バ
ン
ス
ク
ラ
ス　

齋
藤
颯
汰
（
富
岡
西
）
▼
同
女
子　

田
中
実
希
（
富
岡
西
）
▼
シ
ン
グ

ル
ス
男
子
一
般　

谷　

真
輝
（
阿

波
市
テ
ニ
ス
協
会
）
▼
同
40
歳
以

上　

山
西
健
児
（
四
電
テ
ニ
ス

サ
ー
ク
ル
）
▼
同
50
歳
以
上　

横

手　

勲
（
シ
オ
ン
）
▼
同
60
歳
以

上　

古
津
和
廣
（
天
羽
ク
リ
ニ
ッ

ク
）
▼
シ
ン
グ
ル
ス
女
子
40
歳
以

上　

前
田
貞
子
（
天
羽
ク
リ
ニ
ッ

ク
）
▼
ダ
ブ
ル
ス
一
般
男
子　

福

森
孝
典
・
古
山
秀
樹
（
日
亜
化
学

工
業
）
▼
同
ベ
テ
ラ
ン
女
子　

中

飯
カ
ツ
恵
（
Ｃ
．
Ｐ
ａ
ｉ
ｎ
）・

増
田
道
代（
ブ
レ
イ
ク
ポ
イ
ン
ト
）

▼
シ
ニ
ア
チ
ー
ム
戦　

ス
イ
セ
ン

▼
ク
ラ
ブ
対
抗
戦　

６
人
の
侍

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
二
部　

井
上　

恵
（
新
野
体
協
）
▼
同
三
部　

中

川
茉
南
（
羽
ノ
浦
中
）
▼
女
子
ダ

ブ
ル
ス
二
部　

井
上　

恵
・
清
原　

愛
（
新
野
体
協
）
▼
同
三
部　

中

野
美
優
・
松
本　

栞
（
富
岡
西
高
）

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
一
部　

船
越

翔
太
（
四
国
電
力
）
▼
同
二
部　

井
口
智
裕
（
日
亜
化
学
工
業
）
▼

同
三
部　

稲
原
昇
汰
（
阿
南
工
業

高
）
▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス
一
部　

秦

野
智
宏
・
船
越
翔
太
（
四
国
電
力
）

▼
同
二
部　

中
川　

純
・
吉
成
卓

真
（
日
亜
化
学
工
業
）
▼
同
三
部　

笹
田
大
聖
・
清
水
龍
翔
（
阿
南
工

業
高
）

【
水
泳
】

自
由
形　
▼
小
学
１
～
３
年
男
子

25
ｍ　

吉
積
周
作
（
富
岡
）
▼
同

女
子　

春
木
美
羽
（
見
能
林
）
▼

同
男
子
50
ｍ　

祖
父
江
晴
彦
（
富

岡
）
▼
同
女
子　

篠
原
小
粋
（
平

島
）
▼
小
学
４
～
６
年
男
子
25
ｍ　

篠
原
想
生
（
平
島
）
▼
同
女
子　

葉
田
千
咲
（
富
岡
）
▼
同
男
子
50

ｍ　

島
田　

絆
（
富
岡
）
▼
同
女

子　

立
石
友
莉
亜
（
今
津
）
▼
中

学
男
子
50
ｍ　

松
尾
拓
海（
阿
南
）

▼
同
女
子　

大
地
彩
加（
富
岡
東
）

▼
同
男
子
１
０
０
ｍ　

立
石
迅
一

郎
（
那
賀
川
）
▼
同
女
子　

大
地

彩
加
（
富
岡
東
）
▼
一
般
34
歳
以

下
男
子
25
ｍ　

辻　

真
集
（
羽
ノ

浦
町
）
▼
同
女
子
50
ｍ　

谷
口
美

保
（
小
松
島
市
）
▼
同
男
子
１
０

０
ｍ　

辻　

真
集
（
羽
ノ
浦
町
）

▼
同
35
歳
以
上
男
子
50
ｍ　

山
口

庸
平
（
見
能
林
町
）
▼
同
50
歳
以

上
男
子
50
ｍ　

原
田
貴
史
（
領
家

町
）
▼
同
70
歳
以
上
男
子
25
ｍ　

田
上
博
英
（
畭
町
）

平
泳
ぎ　
▼
小
学
１
～
３
年
男
子

25
ｍ　

祖
父
江
晴
彦
（
富
岡
）
▼

同
女
子　

篠
原　

凜
（
見
能
林
）

▼
同
女
子
50
ｍ　

篠
原
小
粋
（
平

島
）
▼
小
学
４
～
６
年
男
子
25
ｍ　

表
原
璽
瑛
（
富
岡
）
▼
同
女
子　

鹿
島
菜
緒
（
富
岡
）
▼
同
男
子
50

ｍ　

山
本
賢
太
郎
（
今
津
）
▼
同

女
子　

鹿
島
菜
緒
（
富
岡
）
▼
中

学
男
子
50
ｍ　

山
口
凱
叶（
阿
南
）

▼
同
女
子　

川
野
優
花
（
新
野
）

▼
同
女
子
１
０
０
ｍ　

湯
浅
詩
音

（
阿
南
）
▼
一
般
35
歳
以
上
男
子

25
ｍ　

山
口
庸
平
（
見
能
林
町
）

▼
同
50
ｍ　

長
岡
成
章（
上
勝
町
）

背
泳
ぎ　
▼
小
学
１
～
３
年
男
子

25
ｍ　

増
田
敢
太
（
横
見
）
▼
同

女
子　

山
口
叶
音
（
見
能
林
）
▼

小
学
４
～
６
年
男
子
25
ｍ　

近
藤

志
音
（
富
岡
）
▼
同
女
子　

岡
久

紋
乃
（
富
岡
）
▼
同
男
子
50
ｍ　

近
藤
志
音
（
富
岡
）
▼
同
女
子　

仁
木
美
羽
咲
（
今
津
）
▼
中
学
男

子
50
ｍ　

松
尾
拓
海
（
阿
南
）
▼

同
１
０
０
ｍ　

天
羽
祐
太（
阿
南
）

▼
一
般
60
歳
以
上
男
子
25
ｍ　

大

津
行
春
（
阿
南
水
連
）

バ
タ
フ
ラ
イ　
▼
小
学
１
～
３
年

男
子
25
ｍ　

吉
積
周
作
（
富
岡
）

▼
同
女
子　

春
木
美
羽（
見
能
林
）

▼
小
学
４
～
６
年
男
子
25
ｍ　

島

田　

絆
（
富
岡
）
▼
同
女
子　

立

石
友
莉
亜
（
今
津
）
▼
中
学
男
子

１
０
０
ｍ　

立
石
迅
一
郎
（
那
賀

川
）
▼
同
女
子
50
ｍ　

富
永
実
央

（
阿
南
一
）
▼
同
女
子
１
０
０
ｍ　

湯
浅
詩
音
（
阿
南
）
▼
一
般
34
歳

以
下
男
子
50
ｍ　

表
原
充
典
（
阿

南
市
消
防
本
部
）
▼
同
35
歳
以
上

男
子
25
ｍ　

長
岡
成
章（
上
勝
町
）

個
人
メ
ド
レ
ー　
▼
小
学
４
～
６

年
男
子
１
０
０
ｍ　

表
原
璽
瑛

（
富
岡
）
▼
同
女
子　

大
久
保
琉

風
（
富
岡
）
▼
中
学
男
子
２
０
０

ｍ　

天
羽
祐
太
（
阿
南
）
▼
同
女

子　

富
永
実
央
（
阿
南
一
）
▼
一

般
34
歳
以
下
女
子
１
０
０
ｍ　

谷

口
美
保
（
小
松
島
市
）
▼
同
50
歳

以
上
男
子
１
０
０
ｍ　

原
田
貴
史

（
領
家
町
）

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

▼
一
般
男
子
チ
ー
ム
の
部

　
　
　
　
　
　
　

ジ
ジ
ダ
ス

【
サ
ッ
カ
ー
】

▼
Ｕ
12
の
部　

羽
ノ
浦
Ｕ
12
Ａ
１

▼
Ｕ
11
の
部　

羽
ノ
浦
Ｕ
11

▼
Ｕ
10
の
部　

那
賀
川
Ｕ
10

▼
Ｕ
９
の
部　

羽
ノ
浦
Ｕ
９

▼
Ｕ
８
の
部　

那
賀
川
Ｕ
８

【
剣
道
】

▼
小
学
校
低
学
年
団
体　

那
賀
川

剣
道
教
室
わ
か
あ
ゆ
会
Ａ
▼
同
高

学
年
団
体　

那
賀
川
剣
道
教
室
わ

か
あ
ゆ
会
Ｂ
▼
小
学
校
個
人
３
年

生
以
下
の
部　

黒
崎
蒼
太
（
那
賀

川
剣
道
教
室
わ
か
あ
ゆ
会
）
▼
同

４
年
生
以
上
の
部　

青
木
日
菜

（
那
賀
川
剣
道
教
室
わ
か
あ
ゆ
会
）

▼
中
学
校
男
子
団
体　

那
賀
川
中

学
校
Ａ
▼
同
女
子
団
体　

那
賀
川

中
学
校
Ｂ
▼
同
男
子
個
人　

津
山

幸
也
（
阿
南
一
）
▼
同
女
子
個
人　

藤
原
真
結
（
那
賀
川
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

▼
男
子
の
部　

富
岡
体
育
協
会

▼
女
子
の
部　

見
能
林
体
育
協
会

【
相
撲
】

▼
小
学
校
男
子
団
体　

富
岡
小
学

平成28年度阿南市体育祭
優秀者・優秀団体発表

昨年、８月21日に開幕しました「平成28年度阿
南市体育祭」は、12月18日をもって全日程（23
競技）が終了しました。約3,300人の皆さんが参
加して熱戦を繰り広げ、21競技における優秀者
および優秀団体が、次のとおり決定しましたので
発表いたします。� (    )内は所属・敬称略
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校
Ａ
▼
同
女
子
団
体　

今
津
小
学

校
▼
小
学
４
年
個
人
男
子　

斎
藤

煌
介
（
富
岡
）
▼
同
女
子　

村
上

沙
南
（
今
津
）
▼
小
学
５
年
個
人

男
子　

市
川
大
義
（
加
茂
名
南
）

▼
同
女
子　

片
平
茉
優
（
宝
田
）

▼
小
学
６
年
個
人
男
子　

長
瀬
拳

悟
（
津
乃
峰
）
▼
同
女
子　

花
木

香
凜
（
富
岡
）

▼
中
学
校
団
体
男
子　

阿
南
第
一

中
学
校
Ａ
▼
同
女
子　

阿
南
第
一

中
学
校
Ｂ
▼
中
学
１
年
個
人
男
子　

相
田
和
哉
（
高
浦
）
▼
同
２
・
３

年　

柳
本
晃
志
（
阿
南
一
）
▼
中

学
生
個
人
女
子　

山
下
真
依
（
阿

南
一
）
▼
中
学
生
個
人
男
子
総
合　

柳
本
晃
志
（
阿
南
一
）

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】

▼
羽
ノ
浦
チ
ー
ム

【
柔
道
】

▼
小
学
１
年　

原
田
裕
士
（
敬
修

館
）
▼
同
３
年　

井
上
直
哉
（
阿

南
柔
道
）
▼
同
４
年　

山
上
璃
子

（
阿
南
柔
道
）
▼
同
５
年　

佐
野

愛
斗
（
阿
南
柔
道
）
▼
同
６
年　

福
本　

蒼
（
阿
南
柔
道
）
▼
中
学

男
子　

四
宮
悠
一
郎
（
阿
南
）
▼

同
女
子　

中
内
ふ
う
な（
阿
南
一
）

▼
高
校
一
般
有
段　

原
田
智
也

（
富
岡
東
高
）

【
陸
上
】

小
学
校
の
部　
▼
小
4
男
子
1
０

０
ｍ　

福
井
倖
之
介
（
椿
）
▼
同

女
子　

松
村
愛
未
（
宝
田
）・
板

東
茄
奈
（
富
岡
）
▼
小
５
男
子
１

０
０
ｍ　

井
内
康
介
（
中
野
島
）

▼
同
女
子　

賀
上
叶
愛
（
長
生
）

▼
小
６
男
子
１
０
０
ｍ　

井
上
裕

貴
（
新
野
）
▼
同
女
子　

野
村　

洸
（
宝
田
）
▼
小
4
男
子
１
０
０

０
ｍ　

濱
口
大
和
（
由
岐
）
▼
同

女
子　

大
西
楓
來
（
見
能
林
）
▼

小
５
男
子
１
０
０
０
ｍ　

東　

恭

巧
（
見
能
林
）
▼
同
女
子　

青
木

優
香
里
（
福
井
）
▼
小
6
男
子
１

０
０
０
ｍ　

米
﨑
陽
海
（
富
岡
）

▼
同
女
子　

八
木
麻
理
奈
（
見
能

林
）
▼
小
4
男
子
50
ｍ
ハ
ー
ド
ル　

久
保
丈
琉
（
吉
井
）
▼
同
女
子　

村
上
沙
南
（
今
津
）
▼
小
5
男
子

50
ｍ
ハ
ー
ド
ル　

村
上
裕
紀
（
平

島
）
▼
同
女
子　

土
肥
綾
乃
（
見

能
林
）
▼
小
６
男
子
50
ｍ
ハ
ー
ド

ル　

竹
垣
正
輝
（
羽
ノ
浦
）
▼
同

女
子　

泉　

春
香
（
新
野
）
▼
男

子
４
╳
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー　

羽
ノ

浦
小
学
校
（
竹
垣
正
輝
・
吉
田
康

晟
・
谷　

春
哉
・
鈴
木　

壮
）
▼

同
女
子　

長
生
小
学
校
（
賀
上
叶

愛
・
村
上
莉
々
・
名
合
紗
良
奈
・

増
田
梨
亜
）
▼
小
５
男
子
走
高
跳　

篠
原
勇
介
（
横
見
）
▼
同
女
子　

篠
原
風
羽
楽
（
富
岡
）
▼
小
６
男

子
走
高
跳　

広
瀬
逸
葵
（
大
野
）

▼
同
女
子　

前
田
実
佑
（
横
見
）

▼
小
5
男
子
走
幅
跳　

西
崎
蒼
摩

（
羽
ノ
浦
）
▼
同
女
子　

篠
岡
千

奈
（
津
乃
峰
）
▼
小
6
男
子
走
幅

跳　

吉
田
康
晟
（
羽
ノ
浦
）
▼
同

女
子　

髙
島
由
芽
（
羽
ノ
浦
）
▼

小
5
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投　

島

村
魁
悟
（
羽
ノ
浦
）
▼
同
女
子　

菱
井
咲
希
（
平
島
）
▼
小
６
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投　

久
保
田
志
温

（
平
島
）
▼
同
女
子　

徳
田
梨
乃

（
富
岡
）

中
学
校
の
部　
▼
男
子
１
０
０
ｍ　

原　

浩
史
（
阿
南
）
▼
同
女
子　

岩
田
真
弥
（
富
岡
東
）
▼
男
子
２

０
０
ｍ　

小
川　

樹
（
富
岡
東
）

▼
同
女
子　

岩
田
真
弥（
富
岡
東
）

▼
男
子
４
０
０
ｍ　

花
﨑　

楓

（
阿
南
二
）
▼
男
子
８
０
０
ｍ　

中
山
歩
希
（
新
野
）
▼
男
子
１
５

０
０
ｍ　

小
出
橘
平
（
那
賀
川
）

▼
同
女
子　

西
内
心
瑠（
阿
南
二
）

▼
男
子
３
０
０
０
ｍ　

神
野　

悠

（
伊
島
）
▼
男
子
４
×
１
０
０
ｍ

リ
レ
ー　

阿
南
中
学
校
（
原　

浩

史
・
多
田
悠
都
・
高
木
結
都
・
西

岡　

緑
）
▼
同
女
子　

富
岡
東
中

学
校
（
下
平
怜
奈
・
岩
田
真
弥
・

川
那
部
志
歩
・
仁
木
優
花
）
▼
男

子
走
高
跳　

鴛
原
泰
輝（
富
岡
東
）

▼
同
女
子　

満
石
万
葉（
富
岡
東
）

▼
男
子
走
幅
跳　

八
毛
翔
太
（
羽

ノ
浦
）▼
同
女
子　

吉
田
美
優（
阿

南
）
▼
男
子
三
段
跳　

上
岡

和

（
羽
ノ
浦
）
▼
男
子
砲
丸
投　

中

内
涼
太
（
羽
ノ
浦
）
▼
同
女
子　

坪
井
綾
音
（
那
賀
川
）

高
校
・
一
般
の
部　
▼
男
子
１
０

０
ｍ　

神
野
海
斗
（
阿
南
高
専
）

▼
同
女
子　

森
本
博
美
（
板
野
郡

陸
協
）
▼
男
子
２
０
０
ｍ　

正
野

拓
海
（
小
松
島
西
高
）
▼
女
子
１

５
０
０
ｍ　

堺　

満
咲
（
小
松
島

西
高
）
▼
男
子
５
０
０
０
ｍ　

島

田
洋
一
（
日
亜
化
学
工
業
）
▼
同

走
幅
跳　

谷　

亮
磨（
阿
南
高
専
）

▼
同
三
段
跳　

谷　

亮
磨
（
阿
南

高
専
）
▼
同
砲
丸
投　

伊
丹　

航

（
阿
南
高
専
）
▼
同
や
り
投　

島

田
史
也
（
阿
南
高
専
）

【
軟
式
野
球
】

▼
一
般　

長
生
体
育
協
会

　

最
優
秀
選
手　

喜
田
崇
史

▼
壮
年　

加
茂
谷
体
育
協
会

　

最
優
秀
選
手　

片
山
俊
光

【
卓
球
】

▼
男
子　

み
な
み
ク
ラ
ブ

▼
女
子　

福
井
体
育
協
会
Ｃ

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

▼
桑
野
ク
ラ
ブ

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
】

▼
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク　

横
田
直
義
（
羽

ノ
浦
Ｇ
Ｇ
協
会
）

▼
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク　

森
野
焏
治
（
す

み
れ
ク
ラ
ブ
）

【
ホ
ッ
ケ
ー
】

▼
Ｍ
Ｉ
Ｘ

【
体
操
】

幼
児　
▼
総
合
・
マ
ッ
ト　

仁
木

梨
南
子
（
宝
田
保
）
▼
跳
び
箱
・

鉄
棒　

野
口
斗
真
（
さ
く
ら
保
）

ミ
ニ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン　

井
村　

晴

（
お
山
保
）

小
学
校
低
学
年　
▼
男
子
総
合
・

マ
ッ
ト
・
ミ
ニ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン　

奥
田
大
地
（
中
野
島
）
▼
同
跳
び

箱　

川
西
駿
佑
（
福
井
）
▼
同
鉄

棒　

小
島
綾
人
（
中
野
島
）
▼
女

子
総
合
・
マ
ッ
ト
・
跳
び
箱　

信

安
萌
音
（
富
岡
）
▼
同
鉄
棒　

坂

東
結
菜
（
見
能
林
）
▼
同
ミ
ニ
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン　

吉
田
葉
月（
富
岡
）

小
学
校
高
学
年　
▼
男
子
総
合
・

跳
び
箱
・
鉄
棒
・
ミ
ニ
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン　

仁
木
哲
大
（
中
野
島
）
▼

同
マ
ッ
ト　

吉
岡
倫
明
（
今
津
）

▼
女
子
総
合･

鉄
棒　

奥
田
青
葉

（
中
野
島
）
▼
同
マ
ッ
ト
・
ミ
ニ

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン　

岡
部
愛
樹
（
羽

ノ
浦
）
▼
同
跳
び
箱　

小
松
令
奈

（
富
岡
）

【
弓
道
】

▼
団
体　

富
岡
西
高
校
Ｅ
（
佐
野

紅
葉
・
大
栗
由
絵
・
小
川
恭
咲
）

▼
男
子
個
人　

森　

俊
太
（
富
岡

西
高
）
▼
女
子
個
人　

高
瀬
嘉
蓮

（
富
岡
東
高
）

【
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
】

▼
ダ
ブ
ル
ス
戦
男
子　

若
杉
謙

一
・
高
石
裕
介
▼
同
女
子　

大
平

冨
貴
子
・
住
谷
重
美

▼
シ
ン
グ
ル
ス
戦
ジ
ュ
ニ
ア
の
部　

大
西
勇
輝

【
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
】

▼
オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス　

大
西
孝
樹

▼
ビ
ギ
ナ
ー
ク
ラ
ス　

古
市
健
心
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「日本プロ野球ＯＢクラブベースボールウインタ
ーキャンプｉｎ阿南」が、２泊３日でＪＡアグリ
あなんスタジアムなどで開催されました。講師で
元近鉄監督の佐々木恭介さん、元阪神コーチの八
木　裕さん、元近鉄投手の山崎慎太郎さんによる
細やかな指導が行われ、参加した小学３年生から
６年生までの児童39人は、緊張感を持ち熱心に
練習に取り組んでいました。

元プロ野球選手が
子どもたちに技術指導を行う

12/23

明るく住みよい
まちづくりをめざして

第20回を迎えた「阿南市人権フェスティバル」が、
文化会館や富岡公民館で開催されました。来場者
は、映画「ある精肉店のはなし」の上映や同映画
監督の纐纈（はなぶさ）あやさんによる講演をは
じめ、人権啓発標語・ポスターおよび人権作文表
彰式、男女共同参画コーナー、阿南第一中学校茶
道部によるお茶席などを楽しみながら、人権への
理解を深めました。

12/11

大野小児童がキャリア教育で
クッキーを製造・販売

総合的な学習の時間で、キャリア教育に取り組んで
いる大野小学校６年生30人が、児童自らが企画、
製造したクッキーをフジグラン阿南で販売しました。
クッキーは、町の特産品であるニンジンや米粉を材
料に、町で出土した銅鐸をイメージしたものなど３
種類です。販売を担当した高橋　舞さんは、「物を
作ったり、売ったりする大変さがわかりました」と
話していました。

12/6

婚活応援係創設５周年記念
中山千桂子さんの講演会を開催

四国放送アナウンサーの中山千桂子さんによる
「今日も一日ハッピーに！」と題した講演会が、
ひまわり会館で開催されました。中山アナは出演
番組での経験や結婚・出産、ファッションなどを
通して毎日を幸せに過ごすためのヒントを伝えま
した。また、ラジオで婚活応援大使任命式を生中
継。四国放送ゴジカルタレントアカデミー１期生
の木戸弥生さんが任命されました。

12/17

ニュースオアシス
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１月10日は「110番の日」。緊急時に迅速かつ正
確な通報をしてもらおうと、富岡西高校近くの県
道交差点で、阿南警察署員が通学中の生徒への呼
び掛けを行いました。「何があった」「どこで」「い
つ」など、通報時に伝える６つのポイントがイラ
スト付きでまとめられたチラシを配布。また、あ
ななんも「110番の日」のたすきをかけ、啓発活
動に努めました。

110番通報は
慌てず落ち着いて

1/10

吹奏楽の調べに魅了される

“浪花のモーツァルト ”キダ・タローさんと「笑
ってコラえて～吹奏楽の旅」などのテレビ番組で
数多くの反響を巻き起こした大阪府立淀川工科高
校吹奏楽部による演奏会が市民会館で行われ約
840人が来場しました。演奏会では、キダ・タロ
ーさんが軽妙な司会で観客を盛り上げた後、丸谷
明夫さん指揮のもと、一体となった吹奏楽の調べ
に会場は大いに盛り上がりました。

12/24

聖夜を彩るＬＥＤイルミネーション
光の祭典開幕

「あなんルミナスタウンプロジェクト2016」が、
23日から３日間にわたって牛岐城趾公園で開催さ
れました。シャンパンゴールドに輝くドーム状のオ
ブジェなど、さまざまなＬＥＤイルミネーションが
光を放ち、会場は幻想的な雰囲気に包まれていまし
た。23日には、ステージで神崎幼稚園の園児によ
る合唱やダンスサークルによるパフォーマンスなど
が披露されました。

12/23

新年の門出を祝う“第九”の歌声
特別に編曲した「阿南市民の歌」も披露

阿南第九の会の第８回定期演奏会「新春は阿南で
第九を!!」が、コスモホールで開催されました。
交響曲第９番「歓喜の歌」や日本の合唱曲などを
高らかに歌い上げ、聴衆を魅了しました。今回は、
昨年に結成10周年を迎えたことを記念して特別
に編曲した「阿南市民の歌」も披露され、アンコ
ールでは聴衆も一緒に熱唱し、会場は美しい歌声
と熱気に包まれました。

1/8
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璃
を
見
て
い
て
「
人
間
で
や
っ
た
ら
ど
う
い
う

風
に
見
え
る
の
だ
ろ
う
」
と
思
っ
た
の
が
今
回

の
公
演
の
き
っ
か
け
で
す
。10
年
ほ
ど
前
に「
近

松
幻
想
」を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
時
か
ら「
傾

城
阿
波
の
鳴
門
」
の
ひ
と
り
芝
居
を
ど
う
し
て

も
や
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
浄
瑠
璃
を

習
い
始
め
た
の
で
す
。
そ
し
て
３
年
前
に
よ
う

や
く
こ
の
作
品
が
完
成
し
、
東
京
な
ど
で
上
演

し
ま
し
た
。
そ
し
て
是
が
非
で
も
徳
島
で
や
り

た
く
て
、
今
回
の
阿
南
市
で
の
公
演
が
決
ま
っ

た
の
で
す
。

市
長　
美
八
さ
ん
は
徳
島
が
産
ん
だ
最
大
の
ス

タ
ー
と
い
っ
て
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

我
々
と
し
て
も
光
栄
に
思
い
ま
す
。
昨
年
の
宝

塚
音
楽
学
校
の
受
験
倍
率
は
過
去
７
年
間
で
最

高
の
27
倍
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
今
な
お
そ
れ

だ
け
人
気
が
あ
る
宝
塚
と
創
業
者
の
小
林
一い

ち

三ぞ
う

は
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
彼
は
「
日
本
一

の
下
足
番
に
な
っ
て
み
ろ
。
そ
う
し
た
ら
、
誰

も
君
を
下
足
番
に
し
て
お
か
ぬ
」
と
い
う
名
言

を
残
し
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
人
の
哲
学
が

入
っ
た
宝
塚
歌
劇
団
で
活
躍
し
て
い
た
美
八
さ

ん
が
心
を
傾
注
し
て
演
じ
る
の
が
、
近
松
の
作

品
で
あ
る
と
。
虚
と
実
と
い
う
の
は
薄
皮
一
枚

で
隔
た
れ
て
い
て
、
そ
の
微
小
な
間
に
こ
そ
芸

術
の
奥
義
が
あ
る
。
こ
れ
が
近
松
門
左
衛
門
の

「
虚
実
皮
膜
論
」
の
一
つ
で
す
。
今
回
の
公
演

は
す
ば
ら
し
い
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。
私
が

　

阿
南
市
合
併
10
周
年
を
記
念
し
、
２
月
26

日
に
瀬
戸
内
美み

八や

さ
ん
に
よ
る
ひ
と
り
芝
居

「
宿
命
の
巡
礼
歌
～
傾
城
阿
波
の
鳴
門
よ
り

～
」
を
開
催
し
ま
す
。
瀬
戸
内
さ
ん
は
、
徳

島
県
出
身
で
宝
塚
歌
劇
団
星
組
の
元
男
役

ト
ッ
プ
ス
タ
ー
。
退
団
後
は
徳
島
市
で
ジ
ャ

ズ
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
「
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
ひ

ま
わ
り
」
を
主
宰
し
な
が
ら
、
舞
台
俳
優
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
岩
浅

市
長
、
瀬
戸
内
さ
ん
、
株
式
会
社
平
惣
代
表

取
締
役
の
平
野
惣
吉
さ
ん
に
よ
る
対
談
を
お

届
け
し
ま
す
。

―
今
回
の
公
演
の
見
ど
こ
ろ
や
想
い
な
ど
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

瀬
戸
内　
ひ
と
り
芝
居
と
聞
く
と
堅
苦
し
く

て
地
味
な
も
の
を
想
像
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
歌
も
あ
れ
ば
踊
り
も
あ
っ
て
、
例

え
る
な
ら
一
人
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
よ
う
な
感

じ
で
す
。
第
２
部
は
他
の
出
演
者
と
シ
ョ
ー

を
行
い
ま
す
の
で
、
と
て
も
華
や
か
な
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。「
宿
命
の
巡
礼
歌
」
の

話
の
大
筋
は
浄
瑠
璃
の「
傾
城
阿
波
の
鳴
門
」

そ
の
ま
ま
で
、
お
弓
・
お
鶴
・
十
郎
兵
衛
の

３
人
、
語
り
部
の
４
役
を
１
人
で
演
じ
ま
す
。

　
「
傾
城
阿
波
の
鳴
門
」
は
、
徳
島
が
舞
台

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
幼
い
頃
か
ら
見
て
き

た
思
い
入
れ
の
あ
る
作
品
で
す
。
人
形
浄
瑠

株式会社 平惣 代表取締役

平野 惣吉
阿南市出身。京都産業大学経営学部卒業。昭和63年に８
代目惣吉襲名、株式会社平惣代表取締役就任。平成15年
から徳島県書店商業組合理事長を務める。

阿南市長

岩浅 嘉仁
宝塚歌劇団星組の元男役トップスター

瀬戸内 美八
名西郡石井町出身。宝塚歌劇団星組の元男役トップスター。
退団した現在は徳島市で「ダンススタジオひまわり」を主
宰しながら宝塚ＯＧの舞台俳優としても活躍中。 阿

南
市
合
併
10
周
年
記
念
対
談

～
瀬
戸
内
美
八
さ
ん
が
懸
け
る

芝
居「
宿
命
の
巡
礼
歌
」への
想
い
～

対　談
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さ
れ
る
の
で
す
が
、
そ
の
曲
の
音
源
を
提
供
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
が
、
平
惣
さ
ん
で
す
。

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

平
野　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
が
縁

で
、
私
が
所
属
し
て
い
る
阿
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
の
50
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
も
瀬
戸
内
さ

ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ

ん
に
大
好
評
で
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
今
回
の
ひ

と
り
芝
居
の
公
演
時
間
は
ど
の
く
ら
い
の
長
さ

で
す
か
。

瀬
戸
内　
第
１
部
「
宿
命
の
巡
礼
歌
」
が
１
時

間
10
分
で
、
第
２
部
は
北
か
ら
南
ま
で
の
民
謡

を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
す
。
北
海

道
の
ソ
ー
ラ
ン
節
か
ら
沖
縄
の
鳩は

と

間ま

節ぶ
し

ま
で
を

メ
ド
レ
ー
に
し
て
、
そ
の
中
に
は
阿
波
踊
り
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
大
体
30
分
な
の
で
、
全
体

で
２
時
間
程
度
で
す
。

平
野　
そ
こ
で
は
美
八
さ
ん
以
外
の
方
も
出
演

さ
れ
る
の
で
す
ね
。

瀬
戸
内　
あ
づ
み
れ
い
か
さ
ん
、
檀　

ひ
と
み

さ
ん
、
雅
景
さ
ん
の
元
宝
塚
の
３
人
が
コ
ー
ラ

ス
で
出
演
し
ま
す
。
ま
た
、
阿
波
踊
り
の
時
に

は
私
の
ス
タ
ジ
オ
の
生
徒
も
出
ま
す
。「
傾
城

阿
波
の
鳴
門
」
は
「
巡
礼
歌
の
段
」
と
「
十
郎

兵
衛
住
家
の
段
」
の
２
段
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
が
、浄
瑠
璃
で
は
ほ
と
ん
ど「
巡
礼
歌
の
段
」

し
か
さ
れ
ま
せ
ん
。
徳
島
の
話
な
の
で
、
皆
さ
ん

に
は
ぜ
ひ
最
後
ま
で
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

―
最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

瀬
戸
内　
テ
レ
ビ
で
見
ら
れ
る
か
ら
と
生
の
舞

台
を
今
ま
で
見
た
こ
と
が
な
い
人
も
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
阿
南
市
合
併
10
周
年
記
念
と
い
う

こ
と
で
チ
ケ
ッ
ト
の
価
格
も
大
阪
や
東
京
で
公

演
す
る
時
の
半
額
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
と
も
足
を
運
ん
で
生
で
見
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。
私
も
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

思
う
に
、
若
者
を
呼
び
込
む
た
め
に
必
要
な

の
は
文
化
な
の
で
す
。
さ
ら
に
芸
術
や
文
化

を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
や
は
り
市
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
催

し
を
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
と
こ
ろ
で
、

美
八
さ
ん
は
な
ぜ
宝
塚
に
入
ら
れ
た
の
で
す

か
。 

瀬
戸
内　
高
校
２
年
の
時
に
初
詣
で
引
い
た

お
み
く
じ
に
「
芸
能
界
に
入
り
な
さ
い
」
と

あ
っ
た
の
で
、
ち
ょ
う
ど
新
聞
で
宝
塚
音
楽

学
校
の
募
集
を
見
つ
け
て
受
験
し
ま
し
た
。

市
長　
宝
塚
の
中
で
も
踊
り
が
得
意
だ
っ
た

り
歌
が
得
意
だ
っ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ

プ
の
方
が
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
美
八
さ
ん

は
ど
の
タ
イ
プ
だ
っ
た
の
で
す
か
。

瀬
戸
内　
得
意
と
い
え
る
分
野
は
な
か
っ
た

で
す
。
宝
塚
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
、
例
え
ば

歌
が
上
手
い
と
声
楽
専
科
、
踊
り
が
す
ご
く

上
手
な
ら
ダ
ン
ス
専
科
、
芝
居
な
ら
演
劇
専

科
な
ど
、
そ
の
道
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
行
く

「
専
科
」が
あ
り
ま
す
。
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
に
は
、

一
つ
の
こ
と
に
秀
で
て
い
る
人
よ
り
も
全
て

が
普
通
に
で
き
る
人
が
な
れ
る
よ
う
で
す
。

そ
れ
と
、
運
で
す
ね
。
運
を
い
か
に
上
手
に

使
う
か
で
す
。

市
長　
そ
れ
で
も
こ
う
や
っ
て
退
団
後
も
仕

事
の
オ
フ
ァ
ー
が
来
て
い
る
と
い
う
の
は
、

運
だ
け
で
は
な
い
で
す
よ
。
や
は
り
何
か
し

ら
光
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。

―
瀬
戸
内
さ
ん
と
平
野
さ
ん
の
つ
な
が
り
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

瀬
戸
内　
私
は
月
に
１
回
、
徳
島
刑
務
所
内

で
放
送
し
て
い
る
番
組
の
デ
ィ
ス
ク
ジ
ョ
ッ

キ
ー
を
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
リ
ス
ナ
ー

の
方
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
を
リ
ク
エ
ス
ト

日時　２月26日㈰
　　　午前の部　開演11:00
　　　　　　　（開場10:30）
　　　午後の部　開演15:00
　　　　　　　（開場14:30）

場所　コスモホール
　　　（情報文化センター）

入場料　【全席指定】
　　　　Ｓ席　3,800円
　　　　Ａ席　3,500円

※当日券は200円増し
　（前売り券完売の場合、当日券は販売しません）
※未就学児の入場はご遠慮ください。
チケット販売場所　情報文化センター
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

株式会社 平惣 代表取締役

平野 惣吉
阿南市出身。京都産業大学経営学部卒業。昭和63年に８
代目惣吉襲名、株式会社平惣代表取締役就任。平成15年
から徳島県書店商業組合理事長を務める。

阿南市合併10周年記念事業
瀬戸内美八　近松ひとり芝居

「宿命の巡礼歌～傾城阿波の鳴門より～」
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あなん
カルチャー

セ
ン
タ
ー

科
学

わ
く
わ
く
科
学
の
広
場

「
ど
ん
ぐ
り
マ
ス
コ
ッ
ト
を
作
ろ
う
」

（
無
料
）

内
容　
ど
ん
ぐ
り
を
使
っ
て
、
マ
ス
コ
ッ
ト
を

作
り
ま
す
。
子
ど
も
向
け
の
簡
単
な
工
作
で
す
。

日
時　
２
月
11
日
㈷　

午
前
10
時
30
分
～
正
午
、

午
後
１
時
30
分
～
３
時

参
加
方
法　
予
約
不
要
。
当
日
、
実
施
時
間
内

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム（無

料
）

　

土
、
日
曜
、
祝
日
の
午
後
１
時
30
分
、
３
時

か
ら
実
施
。

２
月
の
テ
ー
マ

「
今
夜
の
星
空
と
金
星
の
お
話
」

　

冬
の
代
表
的
な
星
座
の
紹
介
と
、
現
在
西
の

空
に
明
る
く
輝
い
て
い
る
金
星
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。
２
月
26
日
㈰
ま
で
。

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

阿南市には弥生時代末から古墳時代初頭にかけて、辰
砂といわれている赤色顔料を採掘していた全国で唯一
の遺跡「若杉山遺跡」があります。その他にも赤色顔
料を採掘していた遺跡６カ所が確認されています。こ
れらの遺跡から発見された遺物の展示会を開催してい
ますので、ぜひご覧ください。
日時　２月26日㈰まで　9:00～17:00
　　　※水曜日休館
場所　文化会館（ラウンジ）
入場料　無料
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■ 発掘された古代の朱　ミニ展示会
　 「阿南市の赤色顔料採掘遺跡」　

陽射しあふれるホワイエで、土曜の午後のひと時を、
音楽とお茶でおくつろぎください。
日時　３月25日㈯　14:00開演
場所　夢ホール（文化会館）
出演　鈴江早都子、五藤千奈、井出端　聡、川人雅音、

佐山香百合
入場料　500円（ワンドリンク付き）

仲良しチケット（２人以上：１人につき400
円）は前売りのみの取扱い。電話予約可能。

※小学生未満は入場無料
チケット販売場所　文化会館
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■ 夢ホール　ホワイエコンサート
　 コンセールブリコヴェーノ　木管五重奏
　 チケット発売中！

日時　２月25日㈯   17:30開演（17:00開場）
場所　市民会館
入場料　 【全席指定】6,700円
※未就学児の入場はご遠慮ください。
チケット販売場所　市民会館ほか
問い合わせは　市民会館（☎22－7000）へ

■ スターダスト☆レビュー35周年記念ツアー
　 「スタ★レビ」　チケット発売中！

懐かしく、親しみやすい音色のマンドリン。明治大学
マンドリン倶楽部の演奏を存分にお楽しみください。
日時　３月２日㈭ 
　　　18:30開演（18:00開場）
場所　コスモホール
　　　(情報文化センター )
ゲスト　萩原かおり
入場料　【全席自由】2,500円（当日は各500円増し）
★お得なセット券を発売しています。　　
・２枚セット　4,500円　・３枚セット　6,000円
チケット販売場所　情報文化センター、文化会館、市

民会館、ミリカホール、平惣書店
ほか　　　

問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■ 明治大学マンドリン倶楽部演奏会　
　 チケット発売中！
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夜
間
天
体
観
望
会
（
有
料
・
要
予
約
）

実
施
日
時　
毎
週
土
曜
日
の
午
後
６
時
、
７
時
、

８
時
か
ら
（
１
日
３
回
）

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０
円
、

小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

　

参
加
さ
れ
る
場
合
は
、
寒
い
時
期
で
す
の
で

し
っ
か
り
と
防
寒
を
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）

　

土
、
日
曜
日
（
11
日
は
除
く
）
の
午
前
11
時
、

午
後
２
時
20
分
か
ら
実
施
。

２
月
の
予
定

４
日
㈯　

重
心
の
不
思
議
２

５
日
㈰　

圧
電
素
子
を
使
っ
て
発
電
し
よ
う

12
日
㈰　

水
を
吸
う
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

18
日
㈯　

暗
闇
に
光
る
物
体
！
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ

ト
の
世
界

19
日
㈰　

氷
を
科
学
し
よ
う

25
日
㈯　

ア
イ
の
科
学
・
深
い
青
を
求
め
て

26
日
㈰　

静
電
気
の
不
思
議
４

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

２
月
の
休
館
日　

６
日
㈪
、
13
日
㈪
、
20
日
㈪
、
27
日
㈪

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長
　
湯
　
浅
　
良
　
幸

阿
波
の
藩
札（
十
二
）

　

前
回
、
金
銀
包
役
を
紹
介
し
た
。
続
け

よ
う
。

銀
札
場
手
代

　

金
銀
包
役
の
下
役
。
上
納
さ
れ
た
藩
札
、

ま
た
は
金
銀
を
受
け
入
れ
、
鑑
定
を
実
施

し
た
後
、
包
装
を
行
っ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
役
人
は
責
任
の
所
在
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
必
ず
実
印
を
押
し
た
。

つ
ま
り
、
担
当
者
の
実
印
を
押
し
て
な
い

も
の
は
無
効
と
さ
れ
た
。
定
員
は
八
名
。

座
本
手
代

　

八
名
。
座
本
は
初
期
銀
札
場
の
引
受
人

で
あ
り
、
同
時
に
出
納
長
（
収
入
役
）
の

役
目
を
果
た
し
た
。

　

藩
札
及
び
銀
札
の
出
納
は
す
べ
て
座
本

人
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
膨
大

な
量
の
た
め
実
務
は
座
本
手
代
が
行
っ
た
。

　

座
本
手
代
の
他
、
次
の
係
が
あ
っ
た
。

一
、
町
廻
り
手
代
二
名

一
、
御
土
蔵
番　

御
鉄
炮
者
六
名

一
、
鉄
よ
み　

定
役
人
四
名

一
、
小
夫　

御
掃
除
之
者
七
名

　

こ
れ
ら
の
他
、
銀
札
及
び
金
銀
の
勘
定

に
当
た
る
勘
定
役
、
金
銀
を
計
量
す
る
天て

ん

秤び
ん

役
。
そ
の
他
、
多
勢
の
小
役
人
が
い
た
。

一
、
南
北
六
カ
所
銀
札
場
手
代
三
名
あ
て
。

　

地
方
銀
札
場
へ
そ
れ
ぞ
れ
三
名
の
手
代

が
派
遣
さ
れ
奉
行
を
補
佐
し
た
。
前
述
の

よ
う
に
奉
行
は
月
交
替
で
受
け
方
・
払
い

方
の
事
務
を
分
担
し
た
。

　

さ
ら
に
六
カ
所
銀
札
場
へ
番
人
と
し
て

御
鉄
炮
之
者
三
名
あ
て
配
置
し
た
。

判
摺
人

　

御
鉄
炮
之
者
、
定
役
人
を
も
っ
て
当
て

た
。
仕
事
量
の
多
い
時
に
は
必
要
に
応
じ

て
町
人
を
雇
っ
た
。

　

判
摺
人
は
銀
札
製
造
工
。
つ
ま
り
印
刷

工
で
あ
る
。
通
常
鉄
炮
組
の
子
弟
を
当
て

た
が
、
前
述
の
よ
う
に
町
人
を
雇
う
こ
と

も
あ
っ
た
。

　

記
録
に
よ
る
と

一
、
天
和
元
年
、
銀
札
場
座
本
人
魚と

と

屋や

長

左
衛
門
、
寺
沢
六
右
衛
門
ニ
被
仰
付
候　

此
度
被
仰
付
候
長
左
衛
門
ハ
右
長
左
衛
門

之
倅
也
。

　

今
回
座
本
人
と
な
っ
た
魚
屋
長
左
衛
門

は
延
宝
札
発
行
時
の
長
左
衛
門
の
子
で
あ

る
。

一
、
御
賄
奉
行
牧
新
右
衛
門
、
岩
作
村
之

丞
、
猪
小
（
子
）
平
右
衛
門
、
板
東
幸
右

衛
門
、
銀
札
遣
一
巻
積
リ
帳　

山
田
筑
後

方
迄
指
出
ニ
付
右
帳
面　

御
奉
行
江　

引

渡
候
様
筑
後
方
よ
り
申
渡
之
為

一
、
銀
札
品
左
之
通
六
段
ニ
被
仰
付
候
事

弐
分　

三
分　

五
分　

壱
匁　

三
匁　

五

匁　

天
和
年
中
ニ
ハ
弐
分　

三
分　

五
分

　

七
分　

八
分　

九
分　

壱
匁
右
七
段
有

之
所
追
而
弐
分　

三
分　

五
分　

壱
匁
四

段
ニ
被
仰
付
候

　

こ
の
弐
分
よ
り
五
匁
は
「
網
干
屋
札
」

で
あ
っ
て
続
い
て
い
わ
ゆ
る
「
両
面
札
」

が
六
種
発
行
さ
れ
、
の
ち
四
種
の
「
享
保

新
札
」（
魚
屋
、
寺
沢
）
と
な
っ
た
。

　
「
網
干
屋
札
」「
両
面
札
」「
享
保
新
札
」

の
呼
称
に
つ
い
て
日
本
貨
幣
協
会
機
関
誌

「
貨
幣
」
創
刊
号
に
お
い
て
筆
者
が
定
義

し
承
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。　

（
続
く
）

参
考　

湯
浅
良
幸
著　
『
阿
波
貨
幣
史
』

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の

121

福
山
藩
銀
三
匁
札
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を
確
保
し
よ
う
と
奔
走
し
た
。
し

か
し
、
簡
単
に
は
人
が
集
ま
ら
な

い
。「
も
う
無
理
か
も
し
れ
な
い
」。

そ
う
思
っ
て
い
た
時
、
数
人
の
ス

タ
ッ
フ
が
声
を
掛
け
て
く
れ
、
自

分
の
仕
事
を
こ
な
し
た
上
に
欠
員

を
埋
め
る
仕
事
を
し
て
く
れ
た
。

そ
の
後
、
入
院
し
て
い
た
ス
タ
ッ

フ
も
復
帰
し
、
新
し
い
ス
タ
ッ
フ

も
仕
事
に
慣
れ
、
少
し
ず
つ
現
場

も
落
ち
着
い
て
き
た
。

　

こ
の
数
カ
月
の
苦
し
い
時
期
を

振
り
返
り
、
今
ま
で
の
自
分
を
反

省
し
た
。
ひ
と

り
の
力
で
は
限

界
が
あ
る
。
私

と
共
に
働
い
て

く
れ
る
ス
タ
ッ

フ
に
今
ま
で
以

上
に
心
を
寄
せ

た
い
。
単
な
る

労
使
関
係
で
は

な
く
、
お
互
い
に
温
か
さ
を
感
じ

合
い
た
い
。
深
い
信
頼
関
係
を
築

い
て
、
良
い
仕
事
を
し
よ
う
。
今

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
雇
用
を
生

み
、
守
り
、
育
て
る
こ
と
に
よ
っ

て
微
力
な
が
ら
地
域
社
会
へ
恩
返

し
を
し
て
い
き
た
い
。

　

次
は
、
新
野
町
の
新
居
洋
子
さ

ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

阿
南
市
文
化
祭
短
歌
大
会
選

短
　
歌

入
選　
　
　
　
　

	

　

小
畑　

定
弘

前
略
と
書
き
た
る
後
に
込
み
上
げ
る
こ
の
昂
ぶ
り
は

恋
に
似
て
い
る

入
選　
　
　
　
　
　

	

青
木　

弘
子

汗
だ
く
で
大
き
な
ス
イ
カ
を
切
り
分
け
て
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
に
夏
を
頬
張
る

入
選　
　
　
　
　
　

	

久
積
多
美
子

刈
り
展
べ
て
田
ご
と
の
段
段
あ
ざ
や
か
に
峡
の
奥
ま

で
涼
し
き
一
望

入
選　
　
　
　
　
　

	

黒
部　

君
代

刈
り
田
よ
り
拾
う
落
穂
が
秋
の
陽
の
温
み
残
し
て
夕

映
え
の
中

入
選　
　
　
　
　
　

	

兼
任
ゆ
き
子

木
の
芽
和
へ
作
ら
む
と
し
て
山
椒
の
芽
つ
み
し
指
先

し
る
く
匂
ひ
ぬ

入
選　
　
　
　
　
　

	

神
原　

常
経

秋
深
く
君
は
逝
き
た
り
青
春
を
共
に
歩
み
し
熱
き
昭

和
よ

入
選　
　
　
　
　
　

	

丸
山
三
千
代

卒
寿
ま
で
頑
張
り
た
し
と
夫
と
共
家
族
の
支
え
受
け

て
生
き
ゆ
く

入
選　
　
　
　
　
　

	
宮
本
久
美
子

並
べ
は
り
し
十
五
年
目
の
命
名
札
曾
孫
崇そ

う

良ら

は
家
族

の
太
陽

　

商
売
を
し
て
い
る
関
係
で
、
数

人
の
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
仕
事
を
し

て
い
る
。
９
月
の
始
め
、
ス
タ
ッ

フ
の
１
人
が
、
け
が
を
し
て
長
期

休
暇
を
取
る
こ

と
に
な
っ
た
。

突
然
で
驚
い
た

が
、
以
前
か
ら

「
空
き
が
で
き

た
ら
仕
事
が
し

た
い
」
と
言
っ

て
く
れ
て
い
た

人
が
い
た
の
で
、

そ
の
穴
は
す
ぐ
に
埋
め
る
こ
と
が

で
き
た
。
し
か
し
、
９
月
中
旬
、

次
は
病
気
で
入
院
す
る
ス
タ
ッ
フ

が
出
た
。
そ
の
た
め
、
普
段
は
家

事
や
経
理
を
こ
な
す
妻
を
現
場
に

駆
り
出
し
た
。
10
月
中
旬
、
担
当

す
る
エ
リ
ア
が
広
が
る
こ
と
に
な

り
、
３
人
の
増
員
が
必
要
に
な
っ

た
。「
ど
う
し
て
も
仕
事
を
回
せ

な
い
」
と
思
っ
た
が
、
手
当
た
り

次
第
、
知
人
に
声
を
掛
け
、
人
員

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

谷
脇　

春
代

日
向
ぼ
こ
猫
の
口
裂
く
大
あ
く
び　

　

神
野　

島
女

初
詣
へ
向
か
ふ
卒
寿
の
老
人
車

　
　
　
　
　
　
　
　

荻
原　

朝
子

柚
子
み
そ
の
炊
き
上
が
り
た
り
ふ
い
の
客

　
　
　
　
　
　
　
　

陶
久　

晴
義

義
士
の
日
や
義
士
に
俳
人
多
か
り
し

佐
野　

極
童

永
観
堂
人
人
人
や
紅
葉
狩
り

　
　
　
　
　
　
　
　

工
藤
千
鶴
子

除
夜
の
鐘
余
韻
う
ね
り
つ
夢
路
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　

喜
来
富
士
子

冬
凪
や
小
島
に
の
こ
る
番
屋
跡

鈴
木　

順
子

表
札
は
右
寄
り
が
良
し
冬
珊
瑚

島　
　

玲
子

上
陸
へ
タ
ラ
ッ
プ
下
り
る
冬
帽
子

岡
久　

玲
子

体
操
を
編
み
出
す
白
寿
冬
日
差
し

阿
南
川
柳
会
髙
木
旬
笑
選

川
　
柳

	

田
上　

鶴
子

果
物
に
仕
事
の
疲
れ
癒
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

敏
子

子こ

鼠ね
ず
み

を
飼
っ
て
る
よ
う
な
冷
蔵
庫

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
レ
イ
子

妻
で
な
く
母
で
な
い
夜
の
ロ
ゼ
ワ
イ
ン
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移動図書館車「ひまわり号」２月の巡回日程

阿南市立図書館だより
２月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

阿 南 図 書 館
9:00〜18:00

土日は17:00まで
★ ☆ 休 ★ 休 ☆ 休 ★ ☆ 休 ★ ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00〜18:00

蔵書点検
休　館 ◎ ☆ 休 休 ☆ 休 ◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆ 休 ☆ 休 休

カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…中学生によるピアノ演奏

那賀川図書館　☎ 42－3111ＦＡＸ 42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11:00～
◎中学生によるピアノ演奏
　（毎週土曜日）　10:00～〔約10分間〕
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　２月はお休みです

羽ノ浦図書館　☎ 44－2100ＦＡＸ 44－2099
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～

阿 南 図 書 館　☎ 23－2020ＦＡＸ 23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～11:30
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第１〜第４木曜日）　10:30～11:00

としょかんライフ

※市民ギャラリーは、個人・グループを問わず、作品
の展示に利用していただけます。時期によっては混
み合いますので、お早めにお問い合わせください。

問い合わせは　那賀川図書館（☎42−3111）へ

那賀川図書館の入口を入ってすぐ右側に、市民ギャラ
リーがあるのを知っていますか。
　
市民ギャラリーでは、絵画や写真等の作品や、ポスタ
ーの展示を行っています。毎月の展示内容は、図書館
のホームページ（那賀川図書館・行事案内）に掲載し
ています。
今月は、那賀川町の小学生が描いた読書感想画等の作
品を展示します。ぜひご覧ください。

問い合わせは　那賀川図書館（☎42－3111）へ

巡回日 巡　回　場　所 時　間
  2日㈭ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
  8日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 14:50～15:20
  9日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30
　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00

10日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30
　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30

16日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30
大 潟 分 館 前 15:00～15:30

巡回日 巡　回　場　所 時　間
17日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中央病院阿南荘前 13:30～14:00
琴 江 荘 前 14:00～14:30
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

23日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

「今津小学校 児童作品展」  4日㈯～14日㈫
「平島小学校 児童作品展」18日㈯～26日㈰

Let’s enjoy
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市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

MOM&KIDS集まれ♪
ベビーマッサージ教室

●ベビーマッサージ教室
保育士によるべビマ♪ゆったりふれあいタ
イムを楽しみましょう。１～３月限定！プ
チオイル（400円相当）プレゼント♪
日時　２月８日㈬　10:00～11:00
場所　那賀川社会福祉会館２階　和室
対象　生後２カ月～１歳頃までの親子５組
※要予約
参加費　1,500円
持参物　バスタオル１枚、赤ちゃんの飲み

物（母乳可）
●ベビーマッサージ教室×絵画教室
　（アトリエミズイロ）
好評につき、第２回親子イベントを開催！
おえかき、べビーマッサージ for キッズ、
おやつタイムもあります♪
日時　３月２日㈭　10:00～11:30
場所　那賀川社会福祉会館２階　集会室
対象　１～３歳頃までの親子10組　
※要予約
参加費　1,000円
問 RTA指定スクール　PLUS BABY
　 玉置（☎090－2895－0224）へ

赤ちゃんとママのふれあい講座
●【男の子ママ限定】男の子のデリケート

ゾーンケア教室
男の子のデリケートゾーンって、どうケア
したらいいの？お風呂での正しい洗い方
は？など学んですぐに実践できるようにな
るママのための講座です。
対象　０～２歳の男の子をもつママ
日時　２月９日㈭　10:00～11:00
場所　中野島公民館
参加費　1,500円
※要予約
●子育てママの交流サロン
子育て中のママと赤ちゃん同士が仲良くな
れ、ホッとできるところです。楽しく話を
して情報交換をしよう♪当日お越しくださ
った方には親子写真を撮影しプレゼントさ
せていただきます♪
対象　０～２歳のお子さまとママ
日時　２月13日㈪　10:00～11:00
場所　中野島公民館
参加費　無料
※要予約
問 RTA指定スクールRomaly 金光
　 （☎24－8710）へ

阿南税務署から所得税等の申告についてのお知らせ
申告会場について
所得税および復興特別所得税、個人事業者の消費税（地方消費税を含む）、
贈与税の申告相談を受け付けます。
開設期間　２月８日㈬～３月15日㈬　9:00～16:00
　　　　　（土、日、祝日を除く）
場所　商工業振興センター２階　展示ホール
※この期間中は、阿南税務署内では申告会場は設けていません。
※混雑している場合は、受付を早めに締め切ることがあります。

社会保障・税番号（マイナンバー）制度の導入について
税務署へご提出いただく平成28年分以降の所得税等の確定申告書には、
マイナンバー（個人番号）の記載が必要であるとともに、本人確認書類
の提示または写しの添付が必要になります。
本人確認書類の例
例１　マイナンバーカード
例２　通知カード＋運転免許証、公的医療保険の被保険者証など
国税庁ホームページアドレス
http://www.nta.go.jp/mynumberinfo/index.htm

おんがくしつトリオ（ピアノ、
リコーダー、鍵盤ハーモニカのトリオ）
が出演する2つの演奏会
●おとなのためのスペシャルコンサート
日時　２月18日㈯　18:30～
場所　文化会館　視聴覚室
内容　踊り明かそう、ハナミズキほか
チケット　1,000円（当日1,500円）
※未就学児は入場できません。
●こどものためのおんがくかい
日時　２月19日㈰　14:30～
場所　文化会館　視聴覚室
内容　星に願いを、スタジオジブリメドレ

ーほか
チケット　 ▼700円（当日800円）　

▼ペア1,300円（当日1,500円）

▼０～３歳　無料
問 NPO法人夢ホール市民協議会夢つくり
あなん（☎23－5599）へ

確定申告書の発送に代わる「確定申告のお知らせ」の送付について
平成28年分の確定申告から、次に該当される方には、申告書に代えて、「確定申告のお知らせ」が送付されることになります。
※「確定申告のお知らせ」とは、確定申告書の「納期限」および「予定納税額」等の確定申告書の作成に必要な情報を記載し
ている「はがきまたは通知書」です。

送付物が変更される方　確定申告書が送付されていた方のうち、平成27年分の「所得税および復興特別所得税」または
「消費税および地方消費税」の確定申告書を次の相談会場で書面により提出された方
・税理士会による無料相談会場
・地方公共団体による相談会場
・青色申告会、商工会および商工会議所による相談会場

問 阿南税務署（☎22－0414）へ

森
本
医
院

井
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歯
科

原
田
病
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駅

確定申告会場
駐 車 場

阿南
商工
会議
所

あ
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ん

ス
テ
ー
シ
ョ
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ホ
テ
ル

確定申告会場
（阿南市商工業振興
センター）２階

※申告に来られた方の専用駐車場は案内図のとおり
です。昨年までと駐車場が変更になっておりま
すので、ご注意ください。
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市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。４月号の締め切りは２月28日㈫です。
メールアドレス　hisho@city.anan.tokushima.jp

「相続登記はお済みですか」
月間相談会

日時　２月13日㈪　10:00～15:00
場所　文化会館　研修室2
内容　相続登記に関する相談
問 徳島県司法書士会
　 （☎088－622－1865）へ ポリテクセンター徳島

職業訓練生募集

募集訓練科　
▶住環境計画科デュアル（７カ月）
※概ね45歳未満の方対象
▶CAD機械科（７カ月）
訓練期間　４月４日㈫～

10月30日㈪
募集訓練科
▶電気設備技術科（６カ月）
▶住宅リフォーム技術科（６カ月）
訓練期間　４月４日㈫～

９月29日㈮
対象　公共職業安定所に求職の申込みをし

ている方など（選考あり）
受講料　無料
※テキスト代等は必要
募集期間　２月１日㈬～３月６日㈪
問 ポリテクセンター徳島
（☎088－654－5102）へ
※平日9:00～17:00

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会

日時　２月11日㈷　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とはなにか、相続の手続き、成年後
見制度などに関する相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
（☎088－679－4440）
土・日曜日は地域会員　花野
（☎090－3787－0305）へ

第16回チャリティーパーティー
「ダンスの集い」

日時　２月11日㈷　13:00～16:00
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
会費　1,000円
ゲスト　新野祥司・田中真理子組
JDCプロ　スタンダード・ラテンＡ級
※男女学生パートナー同行
主催　国際ソロプチミスト阿南
問 阿南市文化協会所属　マドンナダンス
クラブ　吉田（☎27－0154）へ

杜のホスピタルコンサート
日時　２月18日㈯　14:00～
場所　杜のホスピタルOTホール
出演　戸邉祐子（メゾ・ソプラノ）
　　　湯浅　彩（ピアノ）
※入場無料
問 杜のホスピタル（☎22－0218）へ

阿波路探求 
徳島ワンデーウオーク

「やまなみ遊歩道」参加者募集
開催日　２月12日㈰
集合　 9:30　羽ノ浦情報文化センター前
コース　▶５キロコース

▶10キロコース（ミニ八十八箇
所巡りのあと香風台から、やま
なみ遊歩道を歩きます）

参加費　 600円（会員300円）
持参物　飲み物、健康保険証、雨具、杖な

ど
※10キロコースに参加する方は、弁当を
持参してください。

主催　NPO法人徳島県ウオーキング協会
問 羽っぴい歩こう会　西田
　 （☎23－1585）へ

サンアリーナ温水プール
子ども水泳講座受講者募集

（欠員補充分の受付）
４月からの子ども講座の各曜日欠員分とキ
ャンセル待ちの受付を行います。
対象　５歳（年長組以上）～小学生
日時　３月12日㈰　15:00～
場所　スポーツ総合センター内サブアリー

ナ
募集人数　各曜日とも若干名（超過の場合

は抽選）
※４月からの抽選にもれた方は、キャンセ
ル待ち（各曜日20人）にお申し込みい
ただけます。

※当日、申込書に記入していただきます。
少し早めにお越しください。

問 サンアリーナ温水プール
　 （☎22－8733）へ

“得する街の
ゼミナール”
第７回「阿南まちゼミ」
受講者募集
平成25年からはじまった“まちゼミ ” とは、
お店の店主・スタッフが講師となり、美容・
健康・料理など、プロならではの専門知識
や技術・こつを無料で教えてくれる少人数
制のミニ講座です。販売行為や勧誘は一切
ありませんので安心して参加できます。新
しい仲間との出会いの場としてご活用くだ
さい。
申込方法　チラシの中の各店までお電話に

てご連絡ください。
受付期間　２月１日㈬～
開催期間　２月８日㈬～３月12日㈰
※くわしくは、「阿南まちゼミの会」で検
索ください。チラシは、公民館や図書館
にも備え付けます。

問 阿南商工会議所（☎22－2301）へ健康とくしま“ウオーキング・ラリー”
阿南の町歩きを楽しんでメタ
ボ・ロコモ予防にノルディック・
ウオークでチャレンジ2017
日時　２月12日㈰　9:55～12:10
　　　（受付9:15～）
集合場所　牛岐城趾公園
コース　牛岐城趾公園→富岡商店街→富岡
西公園→桑野川沿い→富岡西高等学校→同
裏山→牛岐城趾公園（約５キロ）
参加費　500円　※ポール貸出300円
申込方法　電話またはファクスでお申し込

みください。ファクスの場合は、
住所、氏名、年齢、電話番号、
ポール貸出しの有無を記入して
送信してください。

申込締切日　２月７日㈫
問 徳島ノルディック・ウォーク協会
（☎088‐669‐6223・
FAX 088‐642‐5003）へ

第９回県南 いきいきテニス大会
参加チーム募集

日時　３月12日㈰　9:00～17:00
　　　※雨天の場合は19日㈰に延期
場所　南部健康運動公園テニスコート
試合　シニアチーム対抗戦
　　　１チーム６人（男子４人・女子２人）
参加費　１チーム 6,000円
募集期間　２月25日㈯まで
問 阿南市テニス協会　田井
　 （☎44－5290）へ
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子宮頸がん・乳がん検診の無料
クーポン券の有効期限は２月末まで
※対象者の方には昨年の６月末頃に無料ク
ーポン券を郵送しています。受診の際に
持参してください。
クーポン券を紛失した方は、再発行でき
ますのでお問い合わせください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

高齢者の肺炎球菌予防接種の
接種期限が近づいています
平成26年10月から定期接種になった高齢
者の肺炎球菌予防接種ですが、今年度対象
の方（対象の方へは平成28年４月に予診
票を送付済）は、平成29年３月31日まで
が助成制度を受けられる期限です。予診票
と接種費用（4,000円）をお持ちのうえ、
必ず予約を取ってから医療機関で受診して
ください。
問 保健センター（☎22－1590）へ

胃がん・肺がん検診

※予約をしている方を優先して受付します
が、申込みなしに当日受診することもで
きます。検診日２週間前までに総合健診
センター（☎088－678－3557）へ
お申し込みください。

実施日 受付時間 場　　所 検診内容

２月28日
㈫

  8:00～11:00 ひまわり会館 胃がん・肺がん

13:00～14:00 宝田公民館
肺がん

15:00～16:00 大野公民館

問 保健センター（☎22－1590）へ

医療機関の婦人がん検診

次の検診が診療時間内において３月末まで
無料で受診することができます。

■子宮頸がん検診 （２年に１回）
場所　阿南共栄病院（要予約）
　　　木下産婦人科内科医院
　　　森本内科胃腸科
対象　20歳以上の女性の方
費用　無料

■HPV検査無料受診券の
　有効期限は３月末まで
平成27年4月2日〜平成28年4月1日の間
に、以下の年齢に達した対象者の方には昨
年の６月末頃に無料受診券を郵送していま
す。子宮頸がん検診と同時に実施しますの
で、今年度子宮頸がん検診をまだ受けてい
ない方は受診の際に持参してください。
対象者生年月日
30歳　昭和60年４月２日～
    　　昭和61年４月１日生まれの女性
35歳　昭和55年４月２日～
    　　昭和56年４月１日生まれの女性
40歳　昭和50年４月２日～
    　　昭和51年４月１日生まれの女性
※無料受診券を紛失した方は、再発行でき
ますのでお問い合わせください。

■乳がん検診 （２年に１回）
場所　阿南共栄病院（要予約）
　　　阿南中央病院（要予約）
対象　40歳以上の女性の方
費用　無料

★子宮頸がん・乳がん検診は市外指定医療
機関でも受診できますが、問診票が必要
です。くわしくはお問い合わせください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

かもだ岬温泉保養センター

問 かもだ岬温泉保養センター
（☎21－3030）へ

【２月の休館日】
６日㈪、13日㈪、20日㈪、27日㈪

達者でおろな健康教室
対象　おおむね65歳以上の方
内容　血圧測定、検尿、阿波踊り体操、
　　　今月のテーマ「ロコモ予防の体操」
　　　講師：理学療法士
持参物　健康手帳（無い方は交付します）

２月の日程 場　　　所

１日㈬ 10:00～11:30 中野島公民館（上中分館）

３日㈮ 10:00～11:30 ひ ま わ り 会 館

７日㈫
10:00～11:30 新 野 公 民 館

13:30～15:00 宝 田 公 民 館

８日㈬
10:00～11:30 那賀川社会福祉会館

13:30～15:00 加茂谷総合センター

13日㈪
10:00～11:30 福井町総合センター

13:30～15:00 長 生 公 民 館

14日㈫ 10:00～11:30 中 林 ふ れ あ い 会 館

24日㈮
10:00～11:30 桑野コミュニティセンター

13:30～15:00 羽 ノ 浦 公 民 館

27日㈪
10:00～11:30 大 野 老 人 憩 い の 家

13:30～15:00 橘 町 総 合 セ ン タ ー

28日㈫
10:00～11:30 椿 公 民 館

13:30～15:00 椿 泊 老 人 憩 い の 家

問 保健センター（☎22－1590）へ

健康いきいき情報

阿波踊り体操教室
日時　２月23日㈭　10:00～11:00
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　あなん阿波踊り体操愛好会

（阿波踊り体操指導員）
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル、健康手帳

　（無い方は交付します）

問 保健センター（☎22－1590）へ

平成29年度「サポートママ」募集
子どもが好きな方で、乳幼児健診や相談の
場で子育て中のお母さんを、サポートして
くださるボランティアを募集しています。
募集期間　２月１日㈬～28日㈫

問 保健センター（☎22－1590）へ

 献血にご協力ください（２月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

3日㈮
南部総合県民局
（阿南庁舎） 富岡町 9:30〜10:30

阿南中央病院 宝田町 12:00〜13:30

14日㈫
バイオ科学㈱ 那賀川町 10:00〜11:00
四 国 電 力 ㈱
阿 南 営 業 所 富岡町 12:30〜13:30

※ 400ml 献血のみの実施です。
問 徳島県赤十字血液センター
　（☎088－631－3200）へ
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２月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

  2日㈭　豆まき　鬼のお面作り
  8日㈬　園庭開放
  9日㈭　助産師による育児相談とハンド
	 マッサージ
16日㈭　おはなしのポケット、身体計測
23日㈭　お誕生会
◇毎週火・木曜日（11:00～12:00）
　園庭開放をしています。

にこにこひろば� ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日  8:30〜12:00
� 14:00〜15:30

  7日㈫　豆まきごっこ
  9日㈭　おはなしたんぽぽさんによる読

み聞かせ
14日㈫　みんなでおどってあそぼう
16日㈭　子育て講座
21日㈫　おはなしだいすき
28日㈫　お誕生会

ふれあいひろば� ☎28−1725

橘こどもセンター　� 平日  9:00〜14:00

  7日㈫　仁木助産師による子育て講座
14日㈫　おはなしのポケット
21日㈫　３Ｂ体操
28日㈫　お誕生会
	 おひなさまになって遊ぼう！

なかよしひろば� ☎21−2002

平島こどもセンター� 平日  9:00〜14:00

  3日㈮　豆まき
  7日㈫　保健師による身体計測
　　　    および発育相談� 10:00～11:00
　　　    ※母子手帳持参
17日㈮　おはなしを聞こう
24日㈮　ひなかざりを作ろう
28日㈫　お誕生会
◇うたって遊ぼう　
 10日㈮、14日㈫、21日㈫

みんなのひろば� ☎44−5059

羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9:00〜14:00（お弁当タイム11:45〜）

（※＝要予約）
  2日㈭　ファミサポ「にじ色阿南」
  3日㈮　高齢者とのふれあい食事会※
  4日㈯　自衛隊でのたこあげ・
　　　    もちつき大会※
  7日㈫　はぐくみ基金事業・
　　　    出張子育てセミナー講演会
　阿南共栄病院　副院長　上田　隆さん
　「三つ子の魂　百までの意味」（予定）
13日㈪　発育計測・健康相談
14日㈫　バレンタインチョコづくり※
15日㈬　井村雄三さんの「移動木のおも

ちゃ館」※
17日㈮　ミュージックケアー乳児※
20日㈪　ミュージックケアー幼児※
　　　    発育計測
22日㈬　お誕生会
24日㈮　おはなしコロリン
28日㈫　お店屋さんごっこ
※行事によっては有料・申込み制となります
ので、くわしくはお問い合わせください。
問 那賀川子育て家庭支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば
平日9:00〜16:00

●おはなしひろば
ゆったりと家庭的な雰囲気の中お過ごし
いただけます。ぜひ親子で気軽にお越しく
ださい。
日時　２月18日㈯　14:00～15:00
場所　岩城クリニック３階　保育室
内容　絵本の読み聞かせのほか、手作りお

やつの提供もあります。
問 岩城ク二リック病児病後児保育専用
　 坂東（☎080－1998－7476）へ

病児病後児
保育だより

親が子どもにいろいろ言いたい事があると
き、「( あなたは ) どうして言われたことを
すぐにやってくれないの？」「( あなたは )
何を考えてこういうことをするの？」など、

『あなた』（子ども）を主語にした言葉で、
自分（親）の考えを主張しがちなもの。こ
れでは子どものマイナス面に焦点を合わせ
た説教、批判、命令になり、反発させるば
かりで、こちらの気持ちはなかなか伝わり
ません。
そこで、紹介したい合い言葉が「み・かん・
てい・いな」です。これは、「『み』～見た
こと＝客観的事実を親子で共有し、『かん』
～感じたこと＝親の気持ちを伝え、『てい』
～解決方法を提案して、『いな』～いな（否）
と言われたら、柔軟に別の方策を示す（一
緒に考える）」というアサーショントレー
ニングの一つ。
たとえば、「家の中が散らかりっぱなし。
仕事が忙しくて私も困っているの。お掃除
を手伝ってくれると助かるんだけど。いや
なら自分の部屋だけでもどう？」と言った
具合です。
いきなり自分（親）の気持ちをぶつける前
に、ちょっと冷静になって、試してみては
いかがでしょうか。� 学校教育課

子 育 て 一 言 メ モ
－み・かん・てい・いな－

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程　  8日㈬　桑野公民館
　　　15日㈬　加茂谷公民館
　　　22日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
３日㈮、７日㈫、10日㈮、14日㈫、
21日㈫、24日㈮　　                 
問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・
すくすくin阿南

●阿南ファミサポの”にじいろあなん”
またまたファミサポ劇団の登場です！
大きな大なべがでてくるよ。みんなでな
にをつくろうかな？
日時　２月２日㈭　11:00～
場所　おひさまひろば
※当日は出張登録会を予定しています。
●たまごのおひなさま作り研修会
好評につき、今年も開催！卵のからを使っ
てかわいいおひなさま作りをしましょう。
所要時間は30分程度です。
日時　２月15日㈬　
　　　午前の部　10:00～11:30
　　　午後の部　13:30～15:00
場所　阿南市社会福祉会館２階
参加費　無料
※申込不要
●子育て相談会IN阿南
文理大学名誉教授の寒川伊佐男さんをお迎
えして、子育ての悩みや気になるところな
ど、気軽に相談できます。お子さまと一緒
に参加も可能です。
日時　２月22日㈬　13:30～15:30
場所　阿南市社会福祉会館5階
参加費　無料　
※個別相談をご希望の方はご連絡ください
問 阿南ファミリー・サポート・センター
　 （☎24－5550）へ

阿南ファミリー・
サポート・センター

初めて赤ちゃんを育てているお母さん集ま
れ～♪
日時　３月３日㈮、10日㈮、17日㈮、
　　　24日㈮
　　　各回10:00～12:00（４回連続講座）
場所　ひまわり会館３階　ゆとりの間
対象　講座初回時に生後２～５カ月の子ど

も（第１子）とお母さん
定員　15組（先着）　
参加費　無料　
※要申込み
問 こども課
　 （☎22－1593・FAX23－4200）へ

親子の絆づくりプログラム
“赤ちゃんがきた！”（BPプログラム）

て ひ ろば育子
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●シリーズ

豆 知 識

第
４
回
防
災
豆
知
識
ク
イ
ズ
、

全
問
正
解
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

⒄

【
避
難
所
運
営
ク
イ
ズ
】

問
題
１　

正
答
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

①　

大
災
害
時
の
避
難
所
の
運
営
は
、
避
難
し
て
き
た
地

域
住
民
が
中
心
に
な
っ
て
、
運
営
を
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。

②	

避
難
所
の
運
営
は
行
政
側
が
す
べ
き
で
あ
り
、
避

難
者
は
行
政
に
任
せ
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
と
り

わ
け
市
役
所
職
員
が
中
心
に
な
っ
て
す
べ
き
で
あ

る
。

問
題
２　

○
×
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　

避
難
所
へ
行
け
ば
、
当
面
の
食
料
は
準
備
さ
れ
て
い
る

の
で
、
自
宅
か
ら
持
っ
て
い
く
必
要
は
な
い
。
避
難
所
へ

行
け
ば
す
ぐ
に
救
援
物
資
が
届
く
の
で
、
安
心
し
て
い
れ

ば
良
い
。
３
日
分
は
そ
れ
以
外
の
場
所
、
自
宅
で
の
避
難

の
場
合
で
あ
る
。

問
題
３　

○
×
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　

飼
い
主
の
気
持
ち
は
わ
か
ら
な
い
で
も
な
い
が
、
避

難
所
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
避
難
し
て
き
て
い
る
の
で
、

「
か
わ
い
い
、
癒
さ
れ
る
、
家
族
と
一
緒
だ
」
と
い
っ
て

も
、
避
難
所
へ
は
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
い
く
の
は
マ
ナ
ー
に

反
し
、
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
る
。
避
難
が
始
ま
る
段
階

で
は
ペ
ッ
ト
ど
こ
ろ
の
話
で
は
な
い
。

問
題
４　

〇
×
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　

緊
急
事
態
な
の
で
、避
難
所
の
ト
イ
レ
は
、で
き
る
だ
け

避
難
所
の
１
カ
所
に
集
め
て
、
臭
い
も
す
る
こ
と

か
ら
、
敷
地
の
端
の
場
所
に
設
置
す
る
の
が
良
い
。

問
題
５　

正
答
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

①	

避
難
所
に
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
要

介
護
者
等
の
避
難
弱
者
も
い
る
こ
と
か
ら
、

避
難
所
の
中
で
区
割
り
を
す
る
な
ど
し
て

可
能
な
か
ぎ
り
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
事
前
に
避
難
所
ご
と
に
受
け
入
れ

訓
練
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

②	
避
難
所
は
周
辺
地
域
の
住
民
、
日
頃
か
ら

自
主
防
災
活
動
を
し
て
い
る
人
の
た
め
の

場
所
で
あ
る
の
で
、
県
外
の
人
や
外
国
人

の
方
よ
り
も
地
域
住
民
を
優
先
し
て
受
け

入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

問
題
６　

〇
×
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　

避
難
所
の
運
営
は
避
難
者
の
半
数
は
女
性
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
避
難
所
運
営
の
役
員
も
女
性
が
複

数
選
出
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
女
性
の
視
点
か
ら

見
た
避
難
所
運
営
が
必
要
で
あ
る
。
い
く
ら
男
女

平
等
と
い
っ
て
も
、
配
慮
す
べ
き
こ
と
は
数
多
く

あ
る
。

問
題
７　

〇
×
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　

避
難
訓
練
で
も
婦
人
会
が
中
心
と
な
っ
て
訓
練

を
し
て
い
る
の
で
、
炊
き
出
し
は
女
性
が
担
当
す

る
の
が
よ
く
、
男
性
は
邪
魔
な
の
で
任
せ
て
お
け

ば
良
い
。

【
回
答
・
説
明
】

問
題
１　

正
解
は
①
。
住
民
の
代
表
、

自
主
防
災
会
が
中
心
と
な
り
、
自
主
的

に
運
営
を
す
べ
き
で
あ
り
、
行
政
側
は

運
営
の
基
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
作
成
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
行
政
は
そ

れ
ぞ
れ
の
部
署
の
対
応
が
中
心
と
な
り
、

避
難
所
に
多
く
の
職
員
配
置
は
不
可
能

で
す
。

問
題
２　

正
解
は
×
。
避
難
所
に
保
存

食
・
水
は
保
管
し
て
い
る
が
限
り
が
あ

り
、
最
低
で
も
当
日
分
は
避
難
所
に
持

参
す
べ
き
で
す
。
乳
幼
児
の
ミ
ル
ク
、

持
病
の
薬
、
そ
の
他
必
要
な
も
の
を

バ
ッ
グ
に
入
れ
て
持
ち
出
せ
る
よ
う
準

備
し
ま
し
ょ
う
。

問
題
３　

正
解
は
×
。
過
去
の
震
災
の

経
験
か
ら
避
難
所
に
は
ペ
ッ
ト
の
居
場

所
を
構
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

環
境
省
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
避
難
所
で
の
同
居
で

は
な
い
し
、
飼
い
主
の
日
頃
か
ら
の
訓

練
、
準
備
等
の
責
任
は
多
く
あ
り
ま
す
。

避
難
所
の
ル
ー
ル
作
り
が
で
き
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
ペ
ッ
ト
同
行
避
難

訓
練
も
必
要
で
す
。

問
題
４　

正
解
は
×
。
ト
イ
レ
は
避
難

所
の
建
物
に
近
い
と
こ
ろ
、
明
る
く
、

か
え
っ
て
人
目
に
付
き
や
す
く
、
夜
中

で
も
安
全
な
場
所
が
良
い
の
で
す
。
男

女
別
に
距
離
を
置
い
て
設
置
す
べ
き

で
、
高
齢
者
・
女
性
は
夜
中
に
離
れ

た
暗
い
場
所
ま
で
い
け
な
い
こ
と
に

配
慮
す
べ
き
で
す
。

問
題
５　

正
解
は
①
。
現
在
地
か
ら

一
番
近
い
避
難
所
へ
避
難
す
る
の
が

原
則
で
す
。
職
場
か
ら
の
帰
り
か
も

し
れ
な
い
の
で
よ
く
い
く
避
難
所
を

把
握
し
て
お
く
こ
と
。
避
難
所
に
来

た
人
は
受
け
入
れ
、
外
国
人
の
方
も

平
等
に
対
応
す
べ
き
で
す
。

問
題
６　

正
解
は
〇
。
避
難
所
の
運

営
は
男
性
中
心
に
な
り
が
ち
で
す
が
、

避
難
者
の
半
数
は
女
性
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
女
性
の
意
見
を
十
分
に
取
り

入
れ
て
運
営
す
べ
き
で
す
。
避
難
生

活
が
長
く
な
る
と
ス
ト
レ
ス
が
た
ま

り
、
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
メ
ン
タ
ル
面
の
相
談
も
で

き
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

問
題
７　

正
解
は
×
。
炊
き
出
し
な

ど
は
女
性
ば
か
り
に
任
せ
な
い
よ
う

に
す
る
べ
き
で
す
。
女
性
だ
か
ら
と

い
っ
て
押
し
付
け
て
は
な
ら
な
い
し
、

料
理
の
得
意
な
男
性
も
い
る
は
ず
で

す
。
避
難
所
で
は
家
事
は
男
性
も
す

る
べ
き
で
し
ょ
う
。
平
穏
時
の
役
割

分
担
は
、
避
難
所
で
は
見
直
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
体
を
動

か
す
こ
と
は
、
気
分
転
換
に
な
り
体

調
面
に
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

防
災
対
策
課
（
☎
22

−

９
１
９
１
）
へ
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日 医療機関名 所在地 問い合わせは
5日 林 整 形 外 科 見能林町 ☎23−6060

11日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町 ☎22−1313
12日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町 ☎22−1313
19日 宮 本 病 院 羽ノ浦町 ☎44−4343
26日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町 ☎22−1313

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00〜22：00
市内の医療機関または阿南中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

２月の休日・夜間診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。
●休日昼間　9：00〜17：00

スポーツ施設２月の休館日
サンアリーナ 6・13・20・27日
那賀川スポーツセンター 1・8・15・22日
羽ノ浦総合国民体育館 6・13・20・27日
羽ノ浦健康スポーツランド 6・13・20・27日
県南部健康運動公園 7・14・21・28日

２月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明書の交付
（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ
●納税相談　第１仮庁舎２階　納税課（☎22−1792）へ

１日㈬、15日㈬　17：15〜18：15　第１仮庁舎１階

阿南に春の訪れを告げる「明谷梅林まつり」。ピンク色の花をつける鴬
おう

宿
しゅく

梅
ばい

や白色の淋州、古城、南光など4,000本の梅の花が咲き誇
ります。２月19日㈰の開園式には、恒例の「梅干しの種飛ばし大会」が開催されます。今年の運試しに種を飛ばしてみては。（谷内）
昨年開催された「全日本生涯還暦野球大会」を取材した際、どの選手も笑顔で野球や阿南市の魅力を語ってくれたのが印象に残ってい
ます。今年は、本市初となる社会人野球チームの合宿が決定。「草野球の聖地・阿南」へと着実に歩みを進めています。（藤井）

編集室の

窓

２月の市税

市税の納め忘れはありませんか？今一度確認をお願いします。

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

日曜相談窓口  26日㈰  8:30〜17:00（市役所第１仮庁舎２階納税課）

市税の納付および分納等の納税（納付）相談を受け付けています。
なお、課税の内容についての相談は受け付けておりません。

日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

２月の相談

人口と世帯数

人口　	74,951	 人	（−51）

（男）	36,210	 人	（−30）

（女）	38,741	 人	（−21）

世帯数　30,696 世帯（−  2）

※平成28年12月末日現在
　 カッコ内は前月対比

公共下水道受益者負担金

納期限

問い合わせは
下水道課（☎22−1796）へ

分割納付の第３期
２月28日㈫

弁護士による法律相談	 ２日㈭、16日㈭
時 13:30～16:30　所 第１仮庁舎１階
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談員による行政相談	 14日㈫、28日㈫
時 9:30～11:30　所 第１仮庁舎１階
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談	 24日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116
※混雑時は、お待ちいただくことがあります。

消費生活相談	 平日開館
時 9:30～16:30　所 社会福祉会館３階（阿南駅南隣）
問 消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談	 ８日㈬
時 13:30～16:00　所 新野公民館、羽ノ浦公民館
問 人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談	 21日㈫
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談	 ６日㈪、13日㈪、20日㈪、27日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性のための生き方なんでも相談	（要予約）
日 ７・14・21・28日　時 13:00～17:00
日 10・24日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室相談予約電話　☎22－0361

年金相談（要予約）	 今月の相談日はありません。
時 9:30～15:30　所 市商工業振興センター
予 １カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※３月の相談日は２日です。
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愛
着
あ
る
桑
野
地
域
を
「
音
楽
の
あ
る
明

る
い
町
に
し
た
い
」。
そ
ん
な
思
い
を
胸
に
、

音
楽
好
き
な
主
婦
た
ち
が
合
奏
サ
ー
ク
ル

「
コ
ス
モ
ス
レ
デ
ィ
ー
ス
」
を
結
成
し
た
。

平
成
元
年
４
月
か
ら
約
30
年
に
わ
た
り
、
コ

ン
サ
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
、
慰
問
、
ま
た

歩
道
の
美
化
活
動
を
す
る
な
ど
、
地
域
に
密

着
し
た
活
動
を
続
け
て
き
た
。
訪
問
先
で
披

露
す
る
の
は
、
歌
、
演
奏
、
劇
な
ど
、
レ
パ

ー
ト
リ
ー
は
多
岐
に
わ
た
る
。
扱
う
楽
器
も
、

キ
ー
ボ
ー
ド
、
バ
イ
オ
リ
ン
、
ド
ラ
ム
、
ギ

タ
ー
な
ど
幅
広
い
の
が
特
徴
だ
。

　

数
あ
る
活
動
の
中
で
、
平
成
24
年
11
月
、

阿
南
町
（
長
野
県
）
へ
の
訪
問
が
印
象
深
い
。

阿
南
市
と
同
町
の
交
流
20
周
年
を
記
念
し
て

企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
市
長
を
団
長
と
す
る

訪
問
団
と
し
て
参
加
。
現
地
の
交
流
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
像
を
映
し

出
し
て
語
り
部
と
Ｂ
Ｇ
Ｍ
で
物
語
を
奏
で
る

創
作
民
話
「
つ
る
の
恩
返
し
」
を
披
露
し
た
。

声
で
表
現
し
た
繊
細
な
効
果
音
と
楽
器
の
音

色
に
乗
せ
て
民
話
を
語
る
演
出
は
、
会
場
に

詰
め
か
け
た
来
場
者
の
胸
を
打
っ
た
。
さ
ら

に
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
創
作
阿
波
踊
り
で
会
場

全
体
を
感
動
の
渦
に
包
み
込
ん
だ
。
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地
域

の
話

題
を

い
ち

早
く

チ
ェ

ッ
ク

！
阿

南
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す
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http://w

w
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.city.anan.tokushim
a.jp/

広
報

阿南ぶらりまち紀行
ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

〜地域の輝き〜 第127回

　

そ
の
ほ
か
、
Ａ
Ｍ
Ａ
（
阿
南
市
・
室
戸

市
・
安
芸
市
）
文
化
交
流
事
業
参
加
や
Ｊ
Ａ

ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
県
外
高
校

野
球
部
合
宿
の
お
も
て
な
し
、
県
南
部
健
康

運
動
公
園
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
完
成
記
念
式
典

で
の
ベ
ル
演
奏
な
ど
、
ま
ち
の
イ
ベ
ン
ト
に

花
を
添
え
、
桑
野
地
域
に
欠
か
せ
な
い
存
在

と
な
っ
て
い
る
。

　
「
指
導
者
も
な
く
、
自
分
た
ち
で
意
見
を

出
し
合
い
な
が
ら
音
楽
で
地
域
を
結
び
付
け

る
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
仲
間
の
絆

と
家
族
の
協
力
が
な
け
れ
ば
、
こ
こ
ま
で
続

け
て
こ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
た
め
に
、
今
こ
の
時
で
き
る
こ
と
を
精

一
杯
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
」
と
代
表

の
棚
野
久
子
さ
ん
（
73
歳
・
桑
野
町
）
は
話

す
。

　

常
に
前
向
き
に
取
り
組
み
、
全
員
が
楽
し

み
な
が
ら
活
動
し
て
き
た
。
そ
の
積
み
重
ね

が
、
何
か
あ
る
度
に
「
コ
ス
モ
ス
レ
デ
ィ
ー

ス
に
お
願
い
し
よ
う
」
と
声
が
か
か
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
コ
ス
モ
ス
レ
デ
ィ
ー
ス
が

奏
で
る
愛
情
豊
か
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
は
〝
人
の

輪
づ
く
り
〟
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

コ
ス
モ
ス
レ
デ
ィ
ー
ス

合宿で訪れた野球部に豚汁でおもてなし

阿南町で「つるの恩返し」を披露

透き通ったベルの音色で式典を彩る

手作りの横断幕で野球部を迎える
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